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※�今月の「わが家の愛
アイ

ドル」はお休みです。

PICK UP NEWS !

３月11日に行われた
川開き祭で球磨川くだ
り（清流復興コース）
に体験乗船した招待
客。�HASSENBAから
くまりば（相良町）ま
で、2.5㌔㍍の船旅を
楽しみました。

川下りの運航開始祝う春の祭り

招待客を乗せHASSENBAを出発する２艘（そう）の舟（上）／新しい木造船「蒲公英（た
んぽぽ）」を初めて川に下ろす進水式。クレーン車でつり上げる様子を多くの人が見
守った（左下）／球磨川と人吉城跡をバックに歌や踊りが披露された（右下）

　

人
吉
球
磨
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
球
磨

川
く
だ
り
の
川
開
き
祭
が
、
３
月
11
日
に

Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｂ
Ａ
（
下
新
町
）
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
と
豪
雨
災
害
の
影
響
で
4
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
り
、
川
下
り
の
安
全
を
祈
願
す

る
神
事
や
式
典
に
は
行
政
・
観
光
関
係
者

約
50
人
が
出
席
。
式
典
で
は
、
球
磨
川
く

だ
り
株
式
会
社
の
瀬
﨑
公
介
社
長
が
「
川

下
り
を
継
続
し
て
、
ま
ち
の
発
展
、
復
興

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、
国
と
熊
本
県
、
本
市
が
進

め
る
ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
た
河
川
環
境

整
備
事
業
「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
に
よ
る

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
人
吉
高
と
球
磨
工
高

カ
ヌ
ー
部
の
試
走
会
や
マ
ル
シ
ェ
、
歌
や

踊
り
な
ど
の
披
露
が
あ
り
、
会
場
一
体
で

川
下
り
の
運
航
開
始
を
祝
い
ま
し
た
。人吉で輝いている人

▲�地域の学習支援プロジェクトで、ピザ作
りに挑戦する子どもたち

子どもの居場所づくりに取り組む

岡本 麻美さん（下新町）

「
家
で
も
学
校
で
も
話
せ
な
い
こ
と

を
、
話
せ
る
よ
う
な
場
に
な
れ

ば
」。書
道
教
室
や
学
童
保
育
、子
ど
も
食
堂
、

学
習
支
援
な
ど
を
行
い
、
子
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
に
取
り
組
む
。

　

子
育
て
を
す
る
中
で
、
持
病
を
持
つ
我
が

子
の
預
け
先
探
し
に
苦
労
し
た
。「
同
じ
よ

う
に
困
っ
て
い
る
人
が
き
っ
と
い
る
は
ず
。

そ
れ
な
ら
ば
、
自
分
が
受
け
入
れ
る
場
所
を

作
ろ
う
」。
以
前
か
ら
子
ど
も
の
サ
ポ
ー
ト

活
動
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

一
念
発
起
し
書
道
教
室
と
学
童
保
育
を
開

所
。
夏
休
み
な
ど
長
期
休
暇
中
の
親
の
弁
当

作
り
の
負
担
が
軽
減
で
き
た
ら
と
、
子
ど
も

食
堂
も
始
め
た
。

　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
減
っ
た
子
ど
も
た

ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
場
に
な
れ
ば

と
、大
信
寺
（
南
泉
田
町
）
で
月
に
１
回
「
地

域
の
学
習
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
催
。

学
校
も
学
年
も
違
う
約
30
人
の
小
中
学
生
が

集
ま
り
、
木
工
遊
び
や
バ
ケ
ツ
稲
作
り
な
ど

の
体
験
や
交
流
を
楽
し
む
。
運
営
に
は
お
寺

や
近
所
の
人
、
高
校
生
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
協
力
。「
全
て
の
活
動
は
、
周
り
の
人

た
ち
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
。
子
ど
も
た
ち

だ
け
で
な
く
、
関
わ
る
人
み
ん
な
が
楽
し
ん

で
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
」。

　

今
後
の
目
標
は
、
活
動
を
継
続
し
て
い
く

こ
と
。
地
域
や
人
と
の
つ
な
が
り
が
薄
く
な

る
こ
と
に
歯
止
め
を
か
け
、
困
っ
た
と
き
に

助
け
合
え
る
よ
う
な
関
係
の
構
築
を
目
指

す
。

おかもと あさみ
昭和50年２月生まれ。販売や事務などの仕事の傍ら22歳から書道
を始め34歳で師範を取得。平成30年に自宅で「おかもと書道教室」
と学童保育の「放課後のこどもの居場所　こどもプレイス・つなぐ」
を開所。令和元年に子ども食堂、令和２年に地域の学習支援プロ
ジェクトを始める。自身も高校生と小学生の子どもを子育て中。

▲�地域の学習支援プロジェクトで配る昼食
の調理に高校生ボランティアらが協力
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施 政 方 針

施政方針
令和５年 第２回 人吉市議会定例会

みんなが幸せを感じるまち。ずっと住み続けたいまち。

豪
雨
災
害
か
ら
の

復
旧
・
復
興

１
　

令
和
５
年
３
月
市
議
会
で
、
松

岡
市
長
が
述
べ
た
施
政
方
針
の
主

な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
施

政
方
針
と
は
、
市
政
運
営
に
対
す

る
市
長
の
考
え
や
主
要
な
施
策
を

明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

※
広
報
ひ
と
よ
し
掲
載
用
に
表
現

を
変
更
し
て
い
ま
す
。

た
詰
所
の
復
旧
に
加
え
、
積
載
車

両
や
小
型
ポ
ン
プ
の
修
繕
、
再
取

得
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

青
井
地
区
と
中
心
市
街
地
地
区
の

復
興
ま
ち
づ
く
り
進
む

　

青
井
地
区
、
中
心
市
街
地
地
区

の
被
災
市
街
地
復
興
推
進
地
域
で

の
事
業
の
進し
ん
ち
ょ
く捗状
況
で
す
が
、
青

井
地
区
で
は
、
事
業
主
体
で
あ
る

熊
本
県
に
対
し
、
２
月
７
日
に
土

地
区
画
整
理
事
業
に
係
る
事
業
計

画
に
つ
い
て
国
か
ら
の
認
可
が
下

り
、
２
月
21
日
に
事
業
計
画
決
定

の
公
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

決
定
に
よ
り
、
令
和
５
年
度
は
熊

本
県
と
連
携
し
工
事
着
手
に
向
け

て
詳
細
な
測
量
や
設
計
を
進
め
る

と
と
も
に
、
換
地
設
計
と
そ
の
後

の
仮
換
地
の
指
定
の
開
始
に
向
け

事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
並
行

し
て
、
県
で
は
、
建
物
調
査
が
必

要
と
な
る
権
利
者
に
つ
い
て
、
建

物
の
調
査
・
補
償
費
を
算
定
し
、

市
で
も
、
土
地
区
画
整
理
区
域
外

で
実
施
す
る
避
難
路
整
備
に
必
要

と
な
る
用
地
測
量
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

中
心
市
街
地
地
区
で
は
、
１
月

21
日
に
住
民
説
明
会
を
開
催
し
、

紺
屋
町
被
災
市
街
地
復
興
土
地
区

画
整
理
事
業
に
係
る
事
業
計
画

（
案
）
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
山
田
川
の
河
↖

川
整
備
や
宅
地
の
か
さ
上
げ
な
ど

に
対
し
て
意
見
を
頂
い
て
い
て
、

事
業
計
画
（
案
）
の
縦
覧
、
意
見

書
の
提
出
と
い
っ
た
手
続
き
を
経

て
、
現
在
、
事
業
計
画
の
認
可
に

向
け
た
申
請
手
続
き
を
進
め
て
い

ま
す
。

避
難
路
整
備
で

災
害
に
負
け
な
い
ま
ち
へ　

　

避
難
路
整
備
関
係
で
す
が
、
早

く
確
実
に
避
難
す
る
た
め
の
路
線

の
整
備
は
、
復
興
事
業
の
重
要
課

題
で
あ
り
、「
災
害
に
負
け
な
い

ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
く

た
め
に
も
、
早
急
に
取
り
掛
か
ら

ね
ば
な
ら
な
い
施
策
で
す
。
１
月

下
旬
か
ら
地
区
ご
と
に
避
難
路
整

備
計
画
の
説
明
会
を
開
催
し
て
い

て
、
各
会
場
で
頂
い
た
意
見
も
参

考
に
、
事
業
化
路
線
の
検
討
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

命
と
環
境
を
守
る
緑
の
流
域
治
水

　

球
磨
川
流
域
治
水
対
策
関
係
で

す
が
、
令
和
２
年
11
月
19
日
に
蒲

島
熊
本
県
知
事
が
「
命
と
環
境
を

守
る
『
流
域
治
水
』
を
進
め
、
そ

の
一
つ
と
し
て
新
た
な
流
水
型
の

ダ
ム
を
国
に
求
め
る
」
こ
と
を
表

明
さ
れ
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、「
新

た
な
流
水
型
の
ダ
ム
が
球
磨
川
流

域
の
安
全
・
安
心
を
最
大
化
す
る

も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
球
磨
川

の
環
境
に
極
限
ま
で
配
慮
し
、
清

流
を
守
る
も
の
で
あ
る
必
要
が
あ

る
」
と
の
考
え
か
ら
、
客
観
的
で

科
学
的
な
環
境
影
響
評
価
を
国
に

求
め
ら
れ
ま
し
た
。
球
磨
川
流
域

の
治
水
安
全
度
の
向
上
の
た
め
、

早
期
完
成
を
期
待
し
ま
す
。

　

球
磨
川
水
系
河
川
整
備
計
画
の

基
本
理
念
で
あ
る
「
緑
の
流
域
治

水
」
に
よ
る
、
球
磨
川
流
域
で
の

「
命
と
環
境
の
両
立
」、「
令
和
２

年
７
月
豪
雨
か
ら
の
復
旧
と
創
造

的
復
興
」、「
持
続
可
能
な
発
展
」

の
実
現
に
向
け
、
国
、
県
、
関
係

機
関
と
協
働
し
、
そ
し
て
な
に
よ

り
も
、
市
民
を
は
じ
め
球
磨
川
流

域
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ま
と
共

に
、
治
水
安
全
度
の
向
上
の
た
め

の
取
り
組
み
に
尽
力
し
て
い
き
ま

す
。

か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
よ
る

水
辺
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

球
磨
川
を
生
か
し
た
ま
ち
の
に

ぎ
わ
い
づ
く
り
を
促
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
か
わ
ま
ち
づ
く

り
」
関
係
で
す
が
、
本
市
の
か
わ

ま
ち
づ
く
り
計
画
は
令
和
２
年
３

月
に
国
土
交
通
省
か
ら
認
定
登
録

を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
直
後
に

発
生
し
た
豪
雨
災
害
に
よ
り
計
画

自
体
の
見
直
し
を
行
う
必
要
が
出

て
き
た
こ
と
か
ら
、
変
更
登
録
に

向
け
た
協
議
を
昨
年
11
月
か
ら
再

開
し
ま
し
た
。
同
計
画
は
令
和
６

年
度
中
の
変
更
登
録
を
予
定
し
て

い
て
、
今
後
も
か
わ
と
ま
ち
が
一

体
と
な
っ
た
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｓ
Ｌ
人
吉
の
保
存
・
展
示
実
現
に

向
け
て

　

Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
関
係
で
す
が
、
肥

薩
線
の
復
旧
は
、
今
後
の
地
域
を

支
え
観
光
需
要
の
喚
起
を
図
る
た

め
、
そ
の
重
要
性
や
価
値
は
ま
す

ま
す
高
ま
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
も
、
Ｊ
Ｒ
九
州

へ
の
継
続
的
な
要
望
活
動
に
加

え
、
令
和
４
年
３
月
に
は
肥
薩
線

復
旧
を
願
う
ア
ピ
ー
ル
集
会
を
開

豪
雨
災
害
の
経
験
踏
ま
え

防
災
対
策
を
見
直
し

　

豪
雨
災
害
で
の
経
験
を
踏
ま

え
、
大
規
模
災
害
な
ど
有
事
の
防

災
体
制
の
見
直
し
に
着
手
し
ま
し

た
。
早
期
避
難
を
促
す
手
段
と
し

て
、
防
災
ラ
ジ
オ
や
想
定
最
大
規

模
の
浸
水
想
定
区
域
図
を
全
世
帯

に
配
布
。
ま
た
、
緊
急
時
の
警
報

サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
や
、
実
績
浸
水

深
の
標
識
設
置
、
河
川
・
気
象
・

避
難
な
ど
の
防
災
・
災
害
情
報
を

集
約
し
た
防
災
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

の
構
築
、
そ
し
て
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
市
公
式
Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
を

活
用
し
、
情
報
伝
達
手
段
の
多
重

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
の
一
環
と

し
て
、
水
の
手
橋
に
ラ
イ
テ
ィ
ン

グ
防
災
ア
ラ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
ま
し
た
。

　

被
災
し
た
指
定
避
難
所
に
つ
い

て
は
、
西
瀬
コ
ミ
セ
ン
を
西
瀬
小

に
変
更
す
る
な
ど
見
直
し
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
避
難
所
施
設
に

つ
い
て
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

や
備
蓄
倉
庫
の
設
置
、
市
内
全
小

中
学
校
体
育
館
へ
空
調
設
備
の
整

備
な
ど
を
行
い
、
避
難
所
運
営
で

は
、
ス
ム
ー
ズ
な
受
け
付
け
が
可

能
と
な
る
よ
う
デ
ジ
タ
ル
避
難
所

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、

簡
易
ベ
ッ
ド
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
テ

ン
ト
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。

地
域
防
災
力
の
向
上
へ

　

地
域
の
防
災
力
の
強
化
策
と
し

て
は
、
自
主
防
災
組
織
の
再
構
築

や
、
地
区
防
災
計
画
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
、
マ
イ
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
の
策
定
支
援
に
加
え
、

防
災
の
専
門
知
識
を
持
つ
地
域
防

災
官
を
新
た
に
任
命
し
、
町
内
や

事
業
所
の
出
前
講
座
、
自
主
避
難

訓
練
な
ど
の
場
で
、
地
域
の
皆
さ

ま
へ
の
防
災
啓
発
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
内
全

域
を
対
象
に
、
水
災
補
償
が
付
い

た
火
災
保
険
な
ど
に
加
入
さ
れ
た

場
合
に
保
険
料
の
一
部
を
助
成
す

る
制
度
を
創
設
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
に
つ
い
て
も
、
被
災
し

催
し
、
沿
線
の
各
団
体
や
住
民
の

皆
さ
ま
と
共
に
そ
の
思
い
を
強
く

共
有
し
て
き
ま
し
た
。
同
じ
く
令

和
４
年
３
月
に
、
国
、
熊
本
県
、

Ｊ
Ｒ
九
州
の
三
者
で
設
立
さ
れ
た

「
Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
検
討
会
議
」
で
も
、

鉄
道
で
の
復
旧
を
検
討
す
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
、
現
在
、
鉄
道
を
軸

と
し
た
地
域
振
興
・
活
性
化
に
取

り
組
む
た
め
の
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
・

利
活
用
策
の
策
定
に
向
け
た
調

査
・
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
４
月
に
熊
本
県
や
本
市

を
含
む
関
係
自
治
体
で
設
立
し
た

「
Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
再
生
協
議
会
」
で

は
、
復
旧
に
向
け
た
方
策
の
検
討

住民説明会を開催しながら進める復興まちづくり

豪雨災害前のＳＬ人吉。いつの日か人吉に里帰りすることを願う

や
今
後
の
利
活
用
促
進
策
な
ど
に

つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
鉄
道
フ
ァ
ン

を
は
じ
め
多
く
の
人
々
を
魅
了
し

て
き
た
Ｓ
Ｌ
人
吉
が
、
令
和
６
年

３
月
で
引
退
す
る
こ
と
が
Ｊ
Ｒ
九

州
か
ら
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
引

退
後
は
、
ぜ
ひ
人
吉
で
の
保
存
、

展
示
を
望
む
と
い
っ
た
声
や
要
望

を
多
数
頂
い
て
い
て
、
私
も
ま

た
、
最
後
は
人
吉
を
終
着
駅
に
し

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
を
強

く
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市

で
の
保
存
、展
示
の
実
現
に
向
け
、

Ｊ
Ｒ
九
州
や
関
係
機
関
と
粘
り
強

く
協
議
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。
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相良町に建設中の災害公営住宅完成イメージ

施 政 方 針

新たに架け替えるくま川鉄道の球磨川第四橋梁の完成イメージ

仮設団地のオープンカフェではお茶を飲みながらおしゃべり

令
和
７
年
度
中
の
全
線
運
行
再
開

目
指
す
く
ま
川
鉄
道

　

肥
薩
線
と
同
じ
く
甚
大
な
被

害
を
受
け
た
く
ま
川
鉄
道
で
す

が
、
被
災
後
は
速
や
か
に
不
通
区

間
で
代
替
バ
ス
運
行
を
開
始
す
る

な
ど
、
通
学
手
段
の
確
保
に
努
め

ま
し
た
。
発
災
か
ら
１
年
４
カ
月

後
の
令
和
３
年
11
月
に
は
、
肥
後

西に
し
の
む
ら村
駅
（
球
磨
郡
錦
町
）
か
ら
湯

前
駅
（
球
磨
郡
湯
前
町
）
間
で
部

分
運
行
を
再
開
。残
り
の
区
間
も
、

球
磨
川
第
四
橋き
ょ
う
り
ょ
う
梁
の
架
け
替
え
と

併
せ
早
期
の
復
旧
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
同
鉄
道
の
全
線
運
行
再
開

は
本
地
域
の
住
民
に
と
っ
て
も
悲

願
で
あ
り
、
令
和
７
年
度
中
の
復

旧
完
了
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

被
災
者
の
生
活
と
住
ま
い
を
再
建

　

被
災
者
支
援
関
係
で
す
が
、
発

災
か
ら
約
４
カ
月
後
の
令
和
２
年

10
月
30
日
に
は
地
域
支
え
合
い
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
、
巡
回
訪
問
な

ど
を
通
し
て
被
災
者
の
健
康
状
態

や
生
活
環
境
、
困
り
ご
と
な
ど
を

お
聞
き
し
、
生
活
や
住
ま
い
の
再

建
に
向
け
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
れ
ま
で

延
べ
６
万
回
を
超
え
る
支
援
を
実

施
し
、支
援
済
み
世
帯
の
割
合
も
、

１
月
末
日
現
在
で
約
85
㌫
に
達
し

て
い
ま
す
。

　

住
ま
い
の
再
建
に
関
し
て
は
、

建
設
型
応
急
住
宅
や
賃
貸
型
応
急

住
宅
、
市
営
単
独
住
宅
の
整
備
な

ど
に
よ
り
、
住
ま
い
の
確
保
を
優

先
し
て
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
中
、
応
急
住
宅
で
の
孤

立
を
防
止
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
を
創
出
す
る
た
め
、

建
設
型
応
急
住
宅
で
は
、
毎
月
１

回
、
な
ん
で
も
相
談
会
や
オ
ー
プ

ン
カ
フ
ェ
を
開
催
し
て
い
て
、
お

住
ま
い
の
皆
さ
ま
の
自
主
活
動
と

し
て
も
、
編
み
物
サ
ー
ク
ル
や
ラ

ジ
オ
体
操
な
ど
を
開
催
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

被
災
者
の
皆
さ
ま
の
生
活
や
住

ま
い
の
再
建
は
徐
々
に
進
ん
で
い

る
も
の
と
実
感
し
て
い
ま
す
が
、

支
援
を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
人
も

多
数
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
早
期
の

生
活
再
建
、
住
ま
い
の
再
建
の
た

め
、
き
め
細
か
な
支
援
を
継
続
し

て
い
き
ま
す
。

建
設
型
応
急
住
宅
の
利
活
用
と

災
害
公
営
住
宅
の
建
設

　

建
設
型
応
急
住
宅
の
利
活
用
関

係
で
す
が
、
現
在
、
西
間
第
一
仮

設
団
地
と
下
原
田
第
一
仮
設
団
地

は
用
地
取
得
が
完
了
し
て
い
ま

す
。
令
和
５
年
度
は
、西
間
第
二
・

第
三
仮
設
団
地
の
地
権
者
と
協
議

を
進
め
、
用
地
が
確
定
し
た
団
地

か
ら
順
に
、
再
建
に
向
け
た
住
戸

改
修
や
外
構
工
事
の
設
計
な
ど
を

進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

災
害
公
営
住
宅
関
係
で
す
が
、

相
良
町
に
建
設
中
の
買
取
型
災
害

公
営
住
宅
は
、
令
和
６
年
１
月
の

入
居
開
始
を
目
指
し
順
調
に
工
事

を
進
め
て
い
ま
す
。
東
校
区
地
区

に
整
備
予
定
の
買
取
型
災
害
公
営

住
宅
は
３
月
下
旬
に
は
事
業
者
を

決
定
す
る
予
定
で
、
入
居
時
期
は

令
和
６
年
の
夏
頃
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
入
居
を
心
待
ち
に
さ
れ
て

い
る
人
も
多
く
お
ら
れ
ま
す
の

で
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
の
一
日

も
早
い
生
活
再
建
、
住
ま
い
の
再

建
の
た
め
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
を
頂
き
な
が
ら
事
業
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

道
路
や
橋
な
ど
の
災
害
復
旧

　

中
川
原
公
園
で
す
が
、
流
域
の

治
水
安
全
度
を
高
め
る
た
め
、
現

在
、
国
に
よ
る
公
園
の
地
盤
を
下

げ
る
工
事
が
行
わ
れ
て
い
て
、
令

和
５
年
３
月
ま
で
に
完
了
す
る
予

定
で
す
。
今
年
の
秋
ご
ろ
に
は
芝

張
り
な
ど
の
工
事
を
市
で
施
工
す

る
予
定
で
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
の

憩
い
の
場
と
し
て
末
永
く
愛
さ
れ

る
公
園
と
な
る
よ
う
整
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

公
共
土
木
施
設
の
災
害
復
旧
関

係
で
す
が
、
被
災
し
た
道
路
38
カ

所
、
橋
梁
５
橋
、
河
川
12
カ
所
に

つ
い
て
、
国
土
交
通
省
の
権
限
代

行
で
復
旧
工
事
を
行
っ
て
い
る
天

狗
橋
を
除
き
、
令
和
４
年
度
内
の

完
了
を
目
指
し
工
事
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

被
災
し
た
西
瀬
橋
も
、
国
土
交

通
省
に
よ
る
迅
速
な
仮
橋
の
設

置
、そ
の
後
の
本
格
復
旧
に
よ
り
、

無
事
、
２
月
19
日
に
開
通
し
て
い

ま
す
。
同
橋
は
市
民
の
生
活
道
↖

路
や
児
童
・
生
徒
の
通
学
路
と
し

て
重
要
な
橋
で
す
の
で
、
早
期
の

復
旧
に
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関

係
者
に
改
め
て
感
謝
し
ま
す
。

老
朽
化
や
被
災
か
ら
の
整
備
進
む

上
下
水
道
設
備

　

上
水
道
関
係
で
す
が
、
老
朽
化

し
た
原
は
ら
の
じ
ょ
う城
配
水
池
の
改
修
は
、
豪

雨
災
害
に
伴
う
の
り
面
復
旧
工
事

の
ほ
か
、
基
礎
く
い
打
設
の
た
め

の
地
下
防
空
壕ご
う

の
充

じ
ゅ
う
て
ん填

工
事
が
完

了
し
て
い
ま
す
。
復
旧
工
事
が
完

了
し
た
西
瀬
橋
も
、
引
き
続
き
配

水
管
添
架
工
事
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
給
水
区
域
内
の
基
幹
管
路

の
老
朽
化
の
度
合
い
な
ど
を
考

え
、
耐
震
性
の
あ
る
水
道
管
へ
の

更
新
を
計
画
的
に
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
関
係
で
す

が
、
豪
雨
災
害
で
被
災
し
た
人
吉

浄
水
苑
は
令
和
４
年
度
中
に
復
旧

見
込
み
で
す
。
雨
水
、
汚
水
ポ
ン

プ
場
６
カ
所
に
つ
い
て
は
、
令
和

５
年
度
の
復
旧
完
了
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

農
業
者
の
早
期
営
農
再
開
に

向
け
て

　

農
地
・
農
業
用
施
設
と
林
道
の

災
害
復
旧
関
係
で
す
が
、
被
災
し

た
農
地
１
０
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
農

業
用
施
設
１
２
８
件
、
林
道
11
路

線
22
カ
所
に
つ
い
て
は
、
一
部
工

事
を
除
き
、
令
和
４
年
度
内
の
完

了
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

豪
雨
災
害
で
農
業
用
機
械
や
倉

庫
な
ど
を
被
災
し
た
農
業
者
を
支

援
す
る
「
強
い
農
業
・
担
い
手
づ

く
り
総
合
支
援
交
付
金
（
被
災
農

業
者
支
援
型
）」は
、令
和
４
年
度
、

事
業
が
完
了
し
て
い
ま
す
。
申
請

い
た
だ
い
た
98
件
の
農
家
に
対
し

約
６
億
４
２
８
０
万
円
を
助
成
し

て
い
て
、
早
期
の
営
農
再
開
に
向

け
た
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

商
工
業
者
の
な
り
わ
い
再
建
を

支
援　

　

被
災
さ
れ
た
商
工
業
者
へ
の
支

援
で
す
が
、
な
り
わ
い
再
建
支
援

に
関
し
て
は
、
熊
本
県
や
人
吉
商

工
会
議
所
、
人
吉
し
ご
と
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
関

係
機
関
が
連
携
し
、
令
和
２
年
度

か
ら
令
和
４
年
度
ま
で
、
合
わ
せ

て
２
９
９
件
の
補
助
が
採
択
さ
れ

る
な
ど
、
被
災
事
業
者
の
意
向
に

沿
っ
た
き
め
細
か
な
支
援
に
努
め

て
き
ま
し
た
。
一
方
、
申
請
を
行

わ
れ
て
い
な
い
事
業
者
も
複
数
お

ら
れ
ま
す
の
で
、
令
和
５
年
度
以

降
も
申
請
が
可
能
と
な
る
よ
う
、

国
や
県
に
対
し
今
後
も
働
き
か
け

て
い
き
ま
す
。

人
が
集
ま
り
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

商
店
街
へ

　

人
吉
商
工
会
議
所
の
主
催
で
開

催
さ
れ
て
い
る
「
紺
屋
町
Ｈ
Ｉ
Ｔ

Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｗ
Ａ
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
は
、

令
和
４
年
度
も
７
回
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
令
和
３
年
度
か
ら
定
期

的
に
開
催
い
た
だ
き
、
ま
た
、
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
や
ク
リ
ス
マ
ス
な
ど
季

節
ご
と
に
企
画
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
市
内
外
の

皆
さ
ま
に
根
付
い
た
イ
ベ
ン
ト
に

な
り
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ
た
人

吉
復
興
コ
ン
テ
ナ
マ
ル
シ
ェ
は
令

和
５
年
度
以
降
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ

れ
、
新
た
に
ス
タ
ー
ト
さ
れ
ま
す

の
で
、
同
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
今
後
も

引
き
続
き
開
催
い
た
だ
き
、
人
が

集
ま
り
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
商
店
街

の
再
生
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

モ
ゾ
カ
タ
ウ
ン
は
1
年
延
長

　

仮
設
商
店
街
関
係
で
す
が
、
モ

ゾ
カ
タ
ウ
ン
人
吉
駅
前
は
、
店
舗

の
再
建
の
遅
れ
や
市
内
の
テ
ナ
ン

ト
不
足
な
ど
の
理
由
で
令
和
５
年

度
以
降
も
15
事
業
者
が
継
続
し
て

入
居
を
希
望
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
設
置
期
間
を
１
年
延
長
し
ま

し
た
。
入
居
事
業
者
の
一
日
も
早

い
本
格
再
建
に
向
け
、
支
援
を
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

さら地の利活用としてHITONOWAマーケットを開催

２月19日に全面開通した西瀬橋の渡り初めを行う子どもたち
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
国
内

で
初
め
て
確
認
さ
れ
て
か
ら
３
年

余
り
が
経
過
し
ま
し
た
。こ
の
間
、

幾
度
と
な
く
感
染
拡
大
の
波
が
押

し
寄
せ
、
時
に
は
緊
急
事
態
宣
言

が
発
令
さ
れ
る
な
ど
、
国
民
の
生

活
に
も
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
本
市

と
し
て
も
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
は

じ
め
と
す
る
感
染
予
防
対
策
や
事

業
者
へ
の
支
援
策
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

市
民
に
対
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
対
し
て
は
、

保
育
園
な
ど
の
児
童
福
祉
施
設
や

学
校
、
コ
ミ
セ
ン
、
指
定
避
難
所

な
ど
へ
の
マ
ス
ク
配
布
と
い
っ
た

コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
を
は
じ

め
、
固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税

の
納
期
限
延
長
や
個
人
市
県
民
税

の
申
告
期
限
の
延
長
、
水
道
料
、

下
水
道
使
用
料
の
減
免
措
置
、
国

民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
減
免

措
置
、
市
営
住
宅
入
居
者
に
対
す

る
家
賃
の
減
免
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
は
、
小
学
校
の
臨

時
休
業
な
ど
に
よ
る
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
へ
の
利
用
料
補
助
や
修
学

旅
行
の
キ
ャ
ン
セ
ル
費
補
助
な
ど

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
各
町
内

に
対
し
て
も
活
動
経
費
の
支
援
や

公
民
館
な
ど
の
空
調
設
備
の
改

修
、
空
気
清
浄
機
の
配
備
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

事
業
者
に
向
け
て
も

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
実
施

　

事
業
者
の
皆
さ
ま
に
対
し
て

は
、
営
業
時
間
短
縮
に
伴
う
協
力

金
の
支
給
に
加
え
、
本
市
独
自
の

緊
急
経
済
対
策
と
し
て
、
売
り
上

げ
が
一
定
程
度
減
少
し
た
事
業
者

に
対
す
る
小
規
模
事
業
者
持
続
化

臨
時
給
付
金
や
雇
用
支
援
補
助

金
、
利
子
補
給
金
の
各
制
度
を
創

設
す
る
と
と
も
に
、
飲
食
店
支
援

の
た
め
の
食
べ
飲
み
応
援
券
事
業

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
観
光
客
向
け
に
宿
泊
支
援
事

業
を
実
施
す
る
な
ど
、
市
内
観
光

産
業
の
需
要
喚
起
を
図
る
た
め
の

施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
医
療
機
関
へ
の
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
の
補
助
や
、

公
共
交
通
事
業
者
に
対
し
て
の
支

援
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
実

施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

物
価
高
騰
な
ど
厳
し
い
状
況
か
ら

市
民
の
生
活
を
守
る

　

変
動
す
る
世
界
情
勢
な
ど
の
影

響
に
よ
る
原
油
価
格
・
物
価
高
騰

対
策
と
し
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
に
支

援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
対
し
て
は
、

水
道
料
、
下
水
道
使
用
料
の
減
免

や
、
浄
化
槽
管
理
料
、
し
尿
く
み

取
り
料
へ
の
支
援
に
加
え
、
住
民

税
非
課
税
世
帯
な
ど
に
対
す
る
国

の
臨
時
交
付
金
に
は
市
独
自
の
補

助
を
上
乗
せ
し
、
食
材
費
の
高
騰

に
対
す
る
学
校
給
食
事
業
の
負
担

軽
減
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
者
の
皆
さ
ま
に
対
し
て

は
、
保
育
園
な
ど
へ
の
一
時
金
の

支
給
や
、
介
護
・
高
齢
者
等
施
設
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
事
業
所
へ

の
支
援
、
医
療
機
関
や
調
剤
薬
局

な
ど
へ
の
支
援
を
実
施
し
、
農
家

な
ど
へ
の
支
援
と
し
て
、
飼
料
価

格
や
農
薬
の
高
騰
に
対
す
る
負
担

軽
減
、
交
通
・
運
輸
関
係
で
は
、

燃
料
費
高
騰
に
対
す
る
バ
ス
・
タ

ク
シ
ー
な
ど
の
公
共
交
通
事
業
者

や
ト
ラ
ッ
ク
業
者
へ
の
支
援
を
行

い
ま
し
た
。

　

物
価
の
高
騰
な
ど
、
こ
れ
か
ら

も
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
く
と

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
健
康
を
守
り
生
活
を
守
る
た

め
、今
後
も
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
と

物
価
高
騰
対
策

２ 観
光
都
市
人
吉
の
復
活
に
向
け
て

　

豪
雨
災
害
で
は
本
市
の
主
要
産

業
で
あ
る
観
光
面
で
も
甚
大
な
被

害
を
受
け
て
い
て
、
宿
泊
施
設
も

市
内
全
体
の
約
７
割
に
当
た
る
27

の
施
設
が
被
災
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
現
在
、
一
部
再

開
を
含
め
20
の
事
業
者
が
営
業
を

再
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
や
肥
薩
線
の
不
通
な

ど
の
影
響
も
あ
り
、
観
光
客
の
入

込
数
は
以
前
の
水
準
ま
で
は
回
復

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
宿
泊
割
引
事

業
や
人
吉
ひ
か
り
の
復
興
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
か
わ
ま
ち
づ
く
り
事

業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

と
連
携
し
な
が
ら
、
観
光
都
市
人

吉
の
復
活
に
向
け
、
魅
力
あ
る
観

光
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

コ
ミ
セ
ン
の
復
旧
進
む

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
復

旧
状
況
で
す
が
、
東
西
コ
ミ
セ
ン

は
現
地
で
の
原
形
復
旧
に
向
け
昨

年
８
月
か
ら
工
事
に
取
り
掛
か

り
、
今
年
４
月
か
ら
の
利
用
再
開

に
向
け
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

西
瀬
コ
ミ
セ
ン
の
復
旧
は
隣
接

地
へ
の
移
転
新
築
を
計
画
し
て
い

て
、
現
在
、
移
転
予
定
地
の
造
成

工
事
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
新
し
い
コ
ミ
セ
ン
の
建
設
は

令
和
５
年
度
中
の
完
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

市
民
プ
ー
ル
の
在
り
方
を
検
討

　

社
会
体
育
施
設
の
復
旧
関
連
で

す
が
、
豪
雨
災
害
後
、
約
半
年
間

に
渡
り
指
定
避
難
所
と
し
て
使
用

し
て
い
た
人
吉
ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス

大
ア
リ
ー
ナ
は
、
床
面
と
空
調
熱

源
設
備
の
改
修
工
事
を
完
了
し
、

令
和
４
年
度
か
ら
利
用
を
再
開
し

て
い
ま
す
。

　

豪
雨
災
害
で
一
部
が
被
災
し
た

市
民
プ
ー
ル
は
、
管
理
棟
の
床
面

や
空
調
な
ど
を
復
旧
し
、
令
和
３

年
度
か
ら
50
㍍
プ
ー
ル
を
除
い
て

営
業
を
再
開
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
れ
ま
で
の
課
題
で
あ
っ
た

施
設
全
体
の
老
朽
化
が
激
し
く
、

こ
れ
か
ら
の
市
民
プ
ー
ル
の
方
向

性
も
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や

外
部
有
識
者
な
ど
で
構
成
す
る
人

吉
市
市
民
プ
ー
ル
検
討
委
員
会
を

設
置
し
、
今
後
の
市
民
プ
ー
ル
の

在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
昨
年

12
月
、「
新
た
な
プ
ー
ル
建
設
の

検
討
を
早
急
に
開
始
す
べ
き
」
と

の
答
申
を
頂
い
て
い
ま
す
。
幅
広

い
年
齢
層
に
対
応
し
た
遊
泳
環
境

の
確
保
は
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
や
健
康
増
進
の
場
づ
く
り
に
も

つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
答
申
内
容

を
真し
ん
し摯
に
受
け
止
め
、
新
プ
ー
ル

建
設
な
ど
も
視
野
に
検
討
を
進
め

ま
す
。

人
吉
城
歴
史
館
は
原
形
復
旧

　

人
吉
城
歴
史
館
の
復
旧
に
関
し

て
は
、
被
災
し
た
麓
・
老
神
地
区

の
復
興
に
向
け
た
重
要
な
拠
点
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
史
跡
の
景
観
保

護
の
観
点
か
ら
も
施
設
の
か
さ
上

げ
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
、
有
識

者
会
議
や
関
連
団
体
な
ど
と
の
会

議
で
の
意
見
も
踏
ま
え
、
現
地
で

原
形
復
旧
す
る
方
針
を
固
め
ま
し

た
。
今
後
も
関
連
団
体
な
ど
と
検

討
を
重
ね
、
令
和
６
年
度
中
の
復

旧
完
了
を
目
指
し
ま
す
。

　

文
化
財
保
護
事
業
関
係
で
す

が
、
令
和
４
年
度
は
被
災
し
た
史

跡
人
吉
城
跡
や
史
跡
大
村
横
穴
群

の
災
害
復
旧
に
関
す
る
事
業
を
最

優
先
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

令
和
5
年
度
も
同
様
に
復
旧
関
連

工
事
を
集
中
し
て
進
め
て
い
き
ま

す
。
御み
た
ち館
跡
西
側
石
垣
の
修
復
に

つ
い
て
は
、
隣
接
す
る
歩
道
が
通

学
路
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
市
民

や
来
訪
者
の
安
全
確
保
の
面
も
考

え
、
早
期
の
復
旧
を
行
い
ま
す
。

コロナ対策として公民館の空調設備やトイレなどを改修

保護者の負担を減らすため、学校給食の食材費を助成

令和２年度から３回販売した食べ飲み応援券

本市の観光復興に向け宿泊施設の再開はうれしいニュース

現地で復旧することが決まった人吉城歴史館

壁や床、電気設備などの復旧工事を終えた東西コミセン
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施 政 方 針
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
、
復
旧
・
復
興
に
関
す
る
こ

と
や
各
地
域
の
課
題
、
ま
ち
づ
く

り
の
ア
イ
デ
ア
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

に
意
見
、
要
望
を
頂
き
、
活
発
な

議
論
の
場
に
な
り
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

豊
か
で
住
み
よ
い
ま
ち
へ

　

国
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
推

進
を
政
策
の
大
き
な
柱
と
し
、
地

方
か
ら
デ
ジ
タ
ル
の
実
装
を
進

め
、
都
市
の
活
力
と
地
方
の
ゆ
と

り
の
両
方
を
享
受
で
き
る
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
国
家
構
想
の
実
現
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

　

豪
雨
災
害
で
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
本
市
と
し
て
も
、
災
害
か
ら

の
復
旧
・
復
興
を
一
日
も
早
く
成

し
遂
げ
る
た
め
、
さ
ら
に
は
、
災

害
前
よ
り
も
豊
か
で
住
み
よ
い
ま

ち
を
創
る
た
め
、
ス
ー
パ
ー
シ

テ
ィ
型
国
家
戦
略
特
区
に
挑
戦
す

る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
中
で
も
、

本
市
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
を

実
現
す
る
た
め
の
取
り
組
み
の
一

つ
と
し
て
構
築
し
た
ラ
イ
テ
ィ
ン

グ
防
災
ア
ラ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
は
、

水
の
手
橋
に
水
位
セ
ン
サ
ー
と
連

動
し
た
変
色
可
能
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ
（
発

光
ダ
イ
オ
ー
ド
）
照
明
を
設
置
す

る
こ
と
で
、
有
事
に
は
防
災
、
平

時
に
は
観
光
と
し
て
の
活
用
を
図

り
ま
し
た
。

　

今
後
は
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
な
ど
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
さ

ら
な
る
活
用
を
図
り
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
利
便
性
向
上
に
つ
な
が
る

施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
医
療
費
を
18
歳
ま
で

無
償
に

　

子
育
て
支
援
関
係
で
す
が
、
子

ど
も
の
育
成
に
相
当
な
経
費
が
か

か
る
現
代
の
子
育
て
世
帯
の
支
援

に
は
さ
ら
な
る
充
実
が
求
め
ら
れ

て
い
て
、
本
市
の
取
り
組
み
も
一

部
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。中
で
も
、

子
ど
も
医
療
費
無
償
化
は
、
以
前

か
ら
拡
充
を
望
む
声
を
多
く
頂
い

て
い
て
、
こ
れ
ま
で
も
慎
重
に
検

地
球
の
た
め
に
Ｃ
Ｏ
２
実
質

排
出
量
ゼ
ロ
を
目
指
す

　

環
境
関
係
で
す
が
、
国
、
県

の
動
き
を
受
け
、
昨
年
３
月
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
Ｃ
Ｏ
２
実
質

令和４年３月に完成し、同年５月から供用開始した新市庁舎

ひとよし未来カフェでは松岡市長から市政報告と意見交換を実施

主
な
事
業
の

進し
ん
ち
ょ
く捗

状
況

３新
市
庁
舎
の
完
成
で

新
た
な
一
歩
踏
み
出
す

　

市
庁
舎
関
係
で
す
が
、
平
成
28

年
の
熊
本
地
震
発
災
以
降
、
カ
ル

チ
ャ
ー
パ
レ
ス
な
ど
数
カ
所
に
市

役
所
機
能
を
分
散
し
て
業
務
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
新
市
庁
舎
建

設
途
中
の
令
和
２
年
７
月
に
は
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
豪
雨
災

害
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
関
係
者

の
皆
さ
ま
の
尽
力
に
よ
り
予
定
ど

お
り
完
成
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
、
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
と
し
て

の
機
能
を
持
つ
丈
夫
な
庁
舎
と
し

て
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て

い
ま
す
。

　

新
市
庁
舎
周
辺
の
整
備
に
関
し

て
は
、
現
在
、
市
庁
舎
別
館
の
改

修
を
進
め
て
い
て
、
今
年
の
５
月

に
は
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
移
転

を
予
定
。
市
役
所
機
能
の
一
元
化

で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
の
皆

さ
ま
の
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま

す
。

復
興
計
画
は
総
合
計
画
に
１
本
化

　

総
合
計
画
、
復
興
計
画
関
係
で

す
が
、
令
和
２
年
度
か
ら
新
た
に

ス
タ
ー
ト
し
た
第
６
次
人
吉
市
総

合
計
画
前
期
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
本
市
の
各
施
策
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
計
画
初
年
度
の

７
月
に
豪
雨
災
害
が
発
生
し
、
平

時
の
計
画
の
遂
行
が
困
難
と
な

り
、
復
旧
・
復
興
を
最
優
先
に
施

策
を
展
開
し
て
い
く
必
要
が
生
じ

た
こ
と
か
ら
、
令
和
３
年
３
月
に

人
吉
市
復
興
計
画
を
策
定
し
、
さ

ら
に
同
年
10
月
、
復
興
施
策
の
具

体
的
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
人
吉
市

復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
策
定
。

一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
の
実
現

に
全
市
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　

第
６
次
総
合
計
画
は
令
和
５
年

度
に
前
期
基
本
計
画
の
期
間
が
終

了
す
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
後
期

基
本
計
画
の
策
定
に
取
り
掛
か
っ

て
い
ま
す
。
復
興
計
画
も
総
合
計

画
と
同
じ
く
終
期
が
令
和
５
年
度

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
は
復
興
計
画
を
包
含

し
、
総
合
計
画
の
中
で
市
の
各
施

策
と
復
興
関
連
施
策
の
融
合
・
両

立
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

生
活
に
欠
か
せ
な
い
移
動
手
段
の

維
持
に
向
け
て

　

公
共
交
通
関
係
で
す
が
、
本
市

の
交
通
政
策
の
基
本
計
画
と
な

る
「
人
吉
市
地
域
公
共
交
通
計

画
」
は
、
人
吉
市
地
域
公
共
交
通

活
性
化
協
議
会
で
令
和
４
年
度
内

の
策
定
に
向
け
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
や
観
光
、
教

育
、
福
祉
な
ど
の
関
連
計
画
と
の

整
合
を
図
り
、
誰
も
が
暮
ら
し
や

す
い
都
市
の
実
現
、
希
望
あ
る
復

興
を
支
え
る
基
盤
と
し
て
、
持
続

的
な
移
動
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
向

け
た
地
域
公
共
交
通
の
構
築
を
地

域
一
丸
と
な
り
目
指
し
ま
す
。

市
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
ラ
イ
ン
を

運
用
開
始

　

豪
雨
災
害
を
受
け
、
改
め
て
そ

の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
た
行
政
か

ら
の
情
報
発
信
で
す
が
、
災
害
情

報
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
関
す
る
こ

と
な
ど
を
迅
速
に
市
民
の
皆
さ
ま

に
お
伝
え
す
る
た
め
、
発
災
直
後

の
令
和
２
年
７
月
６
日
か
ら
、
市

公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
運
用
を
開
始

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
６
月

に
は
市
公
式
Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
開
設
す

る
な
ど
、
緊
急
時
の
防
災
情
報
に

加
え
、
通
常
の
市
政
情
報
な
ど
に

つ
い
て
も
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ま

へ
確
実
に
伝
え
る
た
め
の
仕
組
み

の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

地
域
座
談
会
「
ひ
と
よ
し
未
来

カ
フ
ェ
」
を
再
開

　

広
聴
関
係
で
す
が
、
地
域
座
談

会
「
ひ
と
よ
し
未
来
カ
フ
ェ
」
は

コ
ロ
ナ
禍
と
豪
雨
災
害
の
影
響
で

休
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
が

一
定
の
落
ち
着
き
を
見
せ
た
こ
と

か
ら
、
昨
年
10
月
か
ら
再
開
し
町

内
会
や
各
団
体
の
皆
さ
ま
に
参
↖

組
織
別復

興
政
策
部
関
連

組
織
別

市
民
部
関
連

組
織
別健

康
福
祉
部
関
連

排
出
ゼ
ロ
を
目
指
す
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
行
い
、
地
球
環

境
に
貢
献
す
る
施
策
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
取
り
組
み
の
第
一

歩
と
し
て
、
同
じ
く
昨
年
３
月
、

オ
ム
ロ
ン
ソ
ー
シ
ア
ル
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
と
本
市
と
の

間
で
連
携
協
定
を
締
結
し
、
ス

ポ
ー
ツ
パ
レ
ス
に
太
陽
光
パ
ネ
ル

や
蓄
電
設
備
を
設
置
す
る
な
ど
、

施
設
整
備
を
実
施
す
る
こ
と
で
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

組
織
別

総
務
部
関
連

討
を
重
ね
、
段
階
的
に
制
度
の
充

実
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、
現
代

社
会
の
情
勢
な
ど
も
踏
ま
え
、
さ

ら
に
は
県
内
各
市
、
近
隣
町
村
と

の
格
差
を
な
く
す
た
め
に
も
、
制

度
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
強
く

感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、今
回
、

無
償
化
の
対
象
と
な
る
児
童
の
年

齢
を
、
現
行
の
「
15
歳
ま
で
」
か

ら
「
18
歳
ま
で
」
に
引
き
上
げ
、

子
育
て
世
帯
の
負
担
を
軽
減
し
適

切
な
保
健
・
医
療
・
福
祉
を
提
供

す
る
こ
と
で
、
子
育
て
世
帯
の
支

援
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

球磨川の氾濫危険度を知らせるライティング防災アラートシステム

18歳までの子ども医療費無償化は今年7月に開始

ゼロカーボンシティ宣言で二酸化炭素の排出量ゼロを目指す
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デジタル通貨「きじうまコイン」を使えば買い物が便利に

地
域
農
業
の
将
来
に
つ
い
て

計
画
策
定
進
む

　

農
政
関
係
で
す
が
、
人
・
農
地

プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年

度
、
新
た
に
大
畑
・
大
畑
麓
地
区

と
上
・
下
田
代
地
区
の
２
地
区
で

計
画
を
作
成
し
、
作
成
済
み
の
14

地
区
と
合
わ
せ
、
市
内
18
地
区
の

う
ち
16
地
区
の
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や

担
い
手
不
足
、
耕
作
放
棄
地
の
増

加
と
い
っ
た
問
題
は
年
々
厳
し
さ

を
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後

も
市
全
域
で
の
農
業
振
興
策
の
在

り
方
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

農
地
整
備
で
生
産
性
の
高
い

農
業
経
営
へ

　

団
体
営
農
業
農
村
整
備
事
業
に

つ
い
て
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
実

施
し
て
き
た
下
戸
越
地
区
用
排
水

路
改
修
整
備
が
令
和
３
年
度
に
完

了
し
、
令
和
４
年
度
は
赤
池
水
無

地
区
頭
首
工
ゲ
ー
ト
設
置
工
事
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

県
営
上
原
田
地
区
土
地
改
良
事

業
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度
、

土
地
改
良
事
業
参
加
者
へ
水
の
意

向
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
受

益
面
積
を
確
定
し
、
事
業
計
画
変

更
に
伴
う
関
係
機
関
と
の
協
議
を

行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
中

に
は
土
地
改
良
法
手
続
き
に
伴
う

事
業
参
加
者
へ
の
同
意
徴
収
が
完

了
し
ま
す
の
で
、
令
和
５
年
度
か

ら
の
事
業
実
施
に
向
け
、
県
営
土

地
改
良
事
業
の
申
請
手
続
き
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

利
用
広
が
る「
き
じ
う
ま
コ
イ
ン
」

　

地
域
デ
ジ
タ
ル
通
貨
「
き
じ
う

ま
コ
イ
ン
（
き
じ
コ
）」
で
す
が
、

プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
事
業
な
ど

の
取
り
組
み
に
よ
り
、
き
じ
コ
ア

プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
件
数
も
順

調
に
伸
び
て
い
て
、
現
在
、
約

１
万
２
千
人
に
利
用
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
加
盟
店
舗
数
も
目
標
と

し
て
い
た
１
０
０
店
舗
を
超
え
、

利
用
し
や
す
い
環
境
が
整
っ
て
き

ま
し
た
。
今
後
は
市
役
所
の
手
数

料
な
ど
の
支
払
い
に
も
利
用
で
き

る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
て
、
同

コ
イ
ン
の
さ
ら
な
る
利
便
性
の
向

上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
で
の
支
援
に
感
謝

　

ふ
る
さ
と
納
税
関
係
で
す

が
、
令
和
４
年
度
は
２
月
19

日
現
在
で
１
万
７
４
６
３
件
、

３
億
８
２
２
９
万
円
の
寄
付
を
頂

い
て
い
ま
す
。
件
数
、
寄
付
額
と

も
に
令
和
３
年
度
よ
り
減
少
し
て

い
ま
す
が
、
豪
雨
災
害
前
と
比
較

す
る
と
一
定
の
水
準
を
保
つ
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
令

和
４
年
度
は
合
わ
せ
て
10
社
か

ら
、
合
計
３
９
０
万
円
の
寄
付
を

頂
き
ま
し
た
。
寄
付
い
た
だ
き
ま

し
た
個
人
、
企
業
の
皆
さ
ま
に
心

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
支
援
い
た
だ
い
た
施
策
を

着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

新
た
な
船
出
を
切
っ
た

球
磨
川
く
だ
り

　

球
磨
川
く
だ
り
関
係
で
す
が
、

豪
雨
災
害
で
被
災
し
た
発
船
場

は
、
発
災
か
ら
１
年
と
な
る
令
和

３
年
７
月
、「
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｂ

Ａ　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ　

Ｋ

Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
」
と
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、
新
た
な
船
出

を
切
ら
れ
ま
し
た
。
本
市
と
し
て

も
、
被
害
を
受
け
た
備
品
の
再
取

得
や
リ
バ
ー
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に

対
す
る
割
引
補
助
な
ど
、
同
社
の

早
期
復
活
に
向
け
支
援
を
継
続
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

手話言語等条例の制定を祝うろう者団体や手話サークルの関係者たち

町内会などで実施している「人吉ころばん体操」

子
育
て
の
相
談
・
支
援
体
制

充
実
図
る

　

出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金
事

業
関
係
で
す
が
、
国
で
は
出
産
・

子
育
て
に
つ
い
て
の
交
付
金
制
度

を
新
た
に
創
設
し
て
い
て
、
本
市

で
も
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
で
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
に
加
え
、
妊
娠
期
か
ら
出
産
・

子
育
て
ま
で
一
貫
し
た
相
談
体
制

の
確
立
と
伴
走
型
相
談
支
援
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
出
産
・
子

育
て
応
援
給
付
金
の
支
給
な
ど
、

安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
が
で
き

る
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
経
済
的
な
支
援
に

加
え
、
家
庭
や
子
ど
も
を
取
り
巻

く
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た

め
、
本
市
の
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
と
子
ど
も
家
庭
総
合

支
援
拠
点
を
一
体
化
し
た
「
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
、

令
和
６
年
度
中
の
設
立
を
目
指
し

準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

手
話
言
語
等
条
例
を
制
定

　

障
が
い
者
福
祉
関
係
で
す
が
、

全
て
の
市
民
が
障
が
い
の
有
無
に

よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な

く
、
お
互
い
の
人
格
と
個
性
を
尊

重
し
な
が
ら
、
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
は
、

必
ず
成
し
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
で
す
。
本
市
で
も
、
市
の

責
務
と
市
民
・
事
業
所
の
役
割
な

ど
を
明
記
し
た
「
人
吉
市
手
話
言

語
の
普
及
及
び
障
が
い
の
特
性
に

応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手

段
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条

例
」
を
制
定
し
、
障
が
い
者
支
援

の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

高
齢
者
の
生
き
が
い
あ
る

安
全
安
心
な
暮
ら
し
に
向
け
て

　

高
齢
者
福
祉
関
係
で
す
が
、
介

護
保
険
事
業
計
画
・
高
齢
者
福
祉

計
画
の
第
８
期
計
画
を
令
和
２
年

度
に
策
定
し
、
医
療
・
介
護
が
連

携
し
た
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
整
備
や

介
護
人
材
の
確
保
に
加
え
、
地
域

で
共
に
暮
ら
す
人
と
人
が
支
え
合

う
自
助
・
互
助
の
関
係
を
構
築
し
、

持
続
可
能
な
介
護
保
険
制
度
と
な

る
よ
う
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
深
化
・
推
進
に
努
め
て
い
ま

す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
業
務
を

市
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託

　

高
齢
者
の
皆
さ
ま
が
可
能
な
限

り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た

生
活
を
送
る
た
め
の
支
援
を
包
括

的
に
提
供
す
る
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
業
務
に
つ
い
て
は
、
令
和

２
年
度
か
ら
人
吉
市
社
会
福
祉
協

議
会
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
そ
の

初
年
度
の
令
和
２
年
７
月
に
豪
雨

災
害
が
起
こ
り
、
要
支
援
者
の
安

否
確
認
や
避
難
所
で
の
相
談
対

応
、介
護
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
な
ど
、

発
災
直
後
か
ら
迅
速
な
支
援
活
動

を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
や
健
康
、
権
利
擁

護
な
ど
の
各
種
相
談
に
社
会
福
祉

士
な
ど
の
専
門
職
が
対
応
す
る
総

合
相
談
窓
口
や
、
認
知
症
の
疑
い

な
ど
早
い
段
階
で
積
極
的
に
関

わ
っ
て
い
く
「
認
知
症
初
期
集
中

支
援
チ
ー
ム
」
の
活
動
な
ど
、
高

齢
者
支
援
に
努
め
て
い
た
だ
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
ろ
ば
ん
体
操
や
脳
い
き
い
き

教
室
で
元
気
に
長
生
き

　

介
護
予
防
関
係
で
す
が
、
各
地

域
の
高
齢
者
の
身
近
な
と
こ
ろ
で

デ
イ
サ
ロ
ン
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
介
護
予
防

の
た
め
に
必
要
な
運
動
・
脳
ト
レ

の
体
操
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
り
入

れ
た
「
人
吉
こ
ろ
ば
ん
体
操
」
の

普
及
を
通
じ
て
、
住
民
主
体
の
集

い
の
場
づ
く
り
に
取
り
組
む
団
体

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
も
認
知
症
高
齢
者
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
認
知

症
の
早
期
発
見
、
早
期
対
応
、
予

防
に
も
取
り
組
ん
で
い
て
、
令
和

３
年
度
か
ら
の
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
、
脳
い
き
い
き
サ
ポ
ー

タ
ー
の
養
成
講
座
や
脳
い
き
い
き

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
特

に
、
脳
い
き
い
き
教
室
で
は
、
受

講
の
前
後
で
認
知
機
能
や
短
期
記

憶
力
、
計
算
処
理
力
が
伸
び
る
な

ど
の
効
果
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
介
護
予
防
の
取
り
組
み
と

併
せ
て
、
認
知
症
予
防
に
も
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

組
織
別

経
済
部
関
連

自
分
の
健
康
を
自
分
で
守
る
た
め

　

市
民
の
健
康
増
進
関
係
で
す

が
、
自
ら
の
健
康
状
態
を
し
っ
か

り
と
把
握
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

取
り
組
み
と
し
て
、
市
民
健
診
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
第
３
期
人
吉
市

健
康
増
進
計
画
・
食
育
推
進
計
画

に
基
づ
き
各
施
策
を
進
め
て
い

て
、
令
和
５
年
度
に
第
３
期
計
画

が
最
終
年
度
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
生
活
習
慣
病
予
防
や
重
症
化

予
防
対
策
な
ど
を
進
め
な
が
ら
改

訂
作
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

球磨川くだり発船場が生まれ変わった観光複合施設「HASSENBA」

施 政 方 針
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豊
か
な
教
育
環
境
に
向
け
た

学
校
教
育
の
新
た
な
取
り
組
み

　

学
校
教
育
関
係
で
す
が
、
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
、
中
学
３
年

生
の
英
語
検
定
料
に
対
す
る
補
助

を
は
じ
め
、
ス
ク
ー
ル
タ
ク
シ
ー

の
運
行
や
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ

児
童
生
徒
へ
の
日
本
語
支
援
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ
り

豊
か
な
教
育
環
境
の
た
め
、
で
き

る
限
り
の
支
援
策
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

併
せ
て
、
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
に
伴
い
、
小
学
３
年

生
以
上
の
児
童
・
生
徒
と
教
職
員

を
対
象
に
１
人
に
１
台
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
配
備
し
、
電
子
黒

板
も
１
学
級
に
１
台
ず
つ
設
置
す

る
よ
う
整
備
を
進
め
ま
し
た
。

　

子
ど
も
議
会
の
開
催
に
つ
い
て

は
、
コ
ロ
ナ
禍
や
豪
雨
災
害
の
影

響
で
中
止
し
た
令
和
２
年
度
を
除

き
、
毎
年
度
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。子
ど
も
議
員
か
ら
は
、

「
ふ
る
さ
と
人
吉
」
を
も
っ
と
良

く
し
た
い
と
い
う
思
い
に
よ
る
建

設
的
な
意
見
が
相
次
ぎ
、
そ
の
よ

う
な
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
大
変
う

れ
し
く
、
ま
た
頼
も
し
く
感
じ
ま

し
た
。

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
の
た
め

給
食
費
を
助
成

　

学
校
給
食
関
係
で
す
が
、
平
成

28
年
度
か
ら
開
始
し
た
学
校
給
食

費
の
一
部
助
成
は
、
子
育
て
世
帯

の
負
担
軽
減
の
た
め
、
小
中
学
生

を
対
象
に
１
カ
月
当
た
り
約
千
円

の
助
成
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
や
世
界
情
勢
の
変
動
な
ど

に
よ
る
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

も
、
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
食
材
費
へ
の
助
成
な
ど
も

実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

給
付
型
奨
学
金
制
度
を
創
設

　

人
吉
市
奨
学
金
制
度
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
貸
与
型
奨
学
金
制
度

に
加
え
、
令
和
３
年
度
、
新
た
に

ま
ち
づ
く
り
の
目
標
や
方
針
示
す

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
へ

　

都
市
計
画
関
係
で
す
が
、
ま
ち

づ
く
り
や
土
地
利
用
の
基
本
的
な

考
え
方
、
道
路
、
公
園
な
ど
の
都

市
施
設
の
整
備
方
針
を
明
ら
か
に

し
、
具
体
的
な
都
市
計
画
を
定
め

る
と
き
の
指
針
と
な
る
人
吉
市
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い

て
、
都
市
計
画
審
議
会
の
委
員
の

皆
さ
ま
に
、
取
り
ま
と
め
の
た
め

の
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
本
計
画

は
、
市
民
生
活
の
基
本
と
な
る
基

盤
施
設
の
復
旧
整
備
を
行
い
な
が

ら
、
安
心
し
て
永
遠
に
住
み
続
け

ら
れ
る
ま
ち
、
に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ

る
ま
ち
、
自
然
環
境
が
豊
か
で
歴

史
と
文
化
が
息
づ
く
ま
ち
の
創
造

に
向
け
、
都
市
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
都
市
全
体
の
構
造
を
見

渡
し
な
が
ら
、居
住
機
能
や
医
療
・

福
祉
・
商
業
な
ど
都
市
機
能
の
誘

導
に
よ
り
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
指
針
と
な
り
、

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
一

部
と
な
る
人
吉
市
立
地
適
正
化
計

画
に
つ
い
て
も
、
令
和
５
年
度
の

策
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
開
通
で

多
く
の
波
及
効
果

　

九
州
縦
貫
自
動
車
道
の
人
吉
球

磨
地
域
の
新
た
な
玄
関
口
と
し

て
、
令
和
元
年
８
月
に
開
通
し
た

人
吉
球
磨
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
で
す
が
、
本
地
域
に
も

た
ら
す
波
及
効
果
は
大
き
く
、
交

流
人
口
の
増
加
に
加
え
、
物
流
の

変
化
な
ど
に
伴
う
経
済
の
好
循
環

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
併
せ

て
、
本
市
の
農
免
道
路
な
ど
外
環

状
の
交
通
渋
滞
の
緩
和
な
ど
、
地

域
間
交
通
の
利
便
性
向
上
に
も
役

立
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

の
開
通
に
合
わ
せ
、「
道
の
駅
人

吉
」
と
し
て
開
駅
し
た
人
吉
ク
ラ

フ
ト
パ
ー
ク
石
野
公
園
で
は
、
昨

年
の
入
園
者
数
が
７
万
人
台
に
達

す
る
な
ど
回
復
の
兆
し
を
見
せ
て

い
ま
す
。

Ｄ
М
О
登
録
目
指
す

観
光
地
域
づ
く
り
協
議
会

　

広
域
観
光
に
関
す
る
取
り
組
み

で
す
が
、
人
吉
球
磨
観
光
地
域
づ

く
り
協
議
会
は
、
令
和
３
年
６
月

の
一
般
社
団
法
人
へ
の
移
行
後
、

さ
ら
な
る
広
域
観
光
へ
の
取
り
組

み
強
化
の
た
め
、候
補
Ｄ
Ｍ
Ｏ（
観

光
地
域
づ
く
り
候
補
法
人
）
へ
の

申
請
を
行
っ
て
い
て
、
昨
年
３
月

に
国
か
ら
認
定
登
録
を
受
け
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ

Ｏ
（
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
）
の

３
年
以
内
の
登
録
を
目
指
し
、
人

吉
球
磨
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

企
業
進
出
に
よ
る
仕
事
や
雇
用
の

創
出
に
期
待

　

企
業
誘
致
関
係
で
す
が
、
令
和

３
年
１
月
に
は
、
本
市
に
本
社
を

置
く
高
橋
酒
造
株
式
会
社
と
旧
田

野
小
学
校
跡
地
等
の
利
活
用
に
関

す
る
覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。
今

年
１
月
に
は
、
旧
田
野
小
学
校
の

校
舎
や
体
育
館
を
活
用
し
、
ウ
イ

ス
キ
ー
製
造
施
設
や
見
学
施
設
な

ど
の
地
域
交
流
施
設
の
整
備
計
画

に
つ
い
て
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
６
月
に
は
、
上
益
城
郡
山

都
町
に
本
社
を
置
く
ヒ
ノ
キ
専
門

の
製
材
業
、
株
式
会
社
ラ
ン
バ
ー

や
ま
と
と
、
人
吉
中
核
工
業
用
地

へ
の
進
出
に
関
す
る
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。
ヒ
ノ
キ
を
活
用
し
た

本
地
域
産
材
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
新

産
業
創
出
な
ど
の
波
及
効
果
、
そ

し
て
新
た
な
雇
用
の
場
の
創
出
も

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
地
域

の
林
業
全
体
の
振
興
に
も
大
き
く

貢
献
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
東
京
や
大
阪
の
Ｉ
Ｔ
企

業
の
進
出
に
つ
い
て
も
協
定
を
締

結
し
て
い
て
、
本
地
域
で
の
仕

事
の
創
出
、
雇
用
の
創
出
に
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

「
く
ま
り
ば
」
拠
点
に

人
や
企
業
集
ま
る

　

人
吉
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

総
合
交
流
館
「
く
ま
り
ば
」
は
平

成
30
年
７
月
に
プ
レ
オ
ー
プ
ン

し
、
令
和
元
年
７
月
に
は
、
１
階

に
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
３
月

に
は
、
１
階
に
会
議
室
、
２
階
に

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
や
シ
ェ
ア

オ
フ
ィ
ス
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

同
年
７
月
に
発
生
し
た
豪
雨
災
害

で
は
施
設
が
被
災
し
ま
し
た
が
、

多
数
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ま
に
復
旧
作
業
な
ど
に
協
力
い

た
だ
き
、
発
災
か
ら
７
カ
月
後
の

令
和
３
年
２
月
に
は
再
開
を
果
た

し
ま
し
た
。

　

再
開
後
は
、
工
事
を
中
断
し
て

い
た
レ
ン
タ
ル
キ
ッ
チ
ン
や
簡
易

宿
泊
施
設
の
整
備
も
完
了
。ま
た
、

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
は
４
部
屋

全
て
に
入
居
い
た
だ
き
、
シ
ェ
ア

オ
フ
ィ
ス
も
６
ブ
ー
ス
が
埋
ま
る

な
ど
、
順
調
に
利
用
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
人
が
人

を
呼
び
、
企
業
が
企
業
を
呼
ぶ
好

循
環
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、

復
活
の
要
望
が
多
い
温
泉
の
復
旧

と
併
せ
て
、
地
域
に
元
気
と
活
力

を
与
え
る
施
設
と
な
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

専
用
サ
イ
ト
や
イ
ベ
ン
ト
で

本
市
へ
の
移
住
定
住
を
Ｐ
Ｒ

　

移
住
定
住
関
係
で
す
が
、
専
用

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
人
よ
し
ラ
イ

フ
」
を
活
用
し
、
本
市
へ
の
移
住

定
住
に
関
す
る
情
報
提
供
を
継
続

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
４
年

度
は
、
東
京
や
福
岡
な
ど
の
都
市

圏
で
開
催
さ
れ
た
移
住
関
連
イ
ベ

ン
ト
や
オ
ン
ラ
イ
ン
の
移
住
マ
ッ

チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
移

住
定
住
に
関
心
が
あ
る
人
へ
の
Ｐ

Ｒ
を
行
う
な
ど
積
極
的
に
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

組
織
別復

興
建
設
部
関
連

組
織
別

教
育
部
関
連

人吉球磨スマートIC開通でアクセスが便利に

　

施
政
方
針
の
全
文
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

給
付
型
奨
学
金
制
度
を
創
設
し
ま

し
た
。
２
年
目
と
な
る
令
和
４
年

度
は
、
令
和
５
年
度
に
高
校
や
大

学
な
ど
に
進
学
を
予
定
し
て
い
る

生
徒
７
人
を
給
付
型
奨
学
生
と
し

て
、
４
人
を
貸
与
型
奨
学
生
と
し

て
内
定
し
て
い
ま
す
。

小
学
校
運
動
部
活
動
は

社
会
体
育
へ
移
行

　

平
成
31
年
４
月
か
ら
、
熊
本
市

を
除
く
県
内
全
て
の
市
町
村
で
小

学
校
の
運
動
部
活
動
が
廃
止
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
受
け
、

本
市
と
し
て
も
、
令
和
元
年
度
か

ら
市
内
小
学
校
の
４
年
生
以
上
の

児
童
に
対
し
、
特
定
の
競
技
種
目

に
限
定
し
な
い
総
合
的
な
運
動
の

場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
活
動
の
愛
称
を

「
モ
リ
ス
ポ
」
と
決
定
し
、
市
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
の
協
力
で
体
験

会
な
ど
を
実
施
し
た
こ
と
か
ら
、

参
加
児
童
も
増
加
し
て
い
ま
す
。▲市ホームページ

施 政 方 針

高橋酒造が計画するウイスキー蒸留施設の完成イメージ

くまりばのコワーキングスペース「osoto�Hitoyoshi」

人吉中核工業用地に初の進出となる株式会社ランバーやまと

小学4～ 6年生を対象に開く「モリスポ」
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一つにまとめてラクラク決済
きじコ×ＪＰＱＲ使い方無料講習会

　

市
内
の
事
業
者
を
対
象
に
デ
ジ
タ

ル
地
域
通
貨「
き
じ
う
ま
コ
イ
ン（
き

じ
コ
）」
と
、
２
次
元
コ
ー
ド
決
済

の
統
一
規
格
で
あ
る
「
Ｊ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
」

の
無
料
講
習
会
を
２
月
27
日
に
商
工

会
議
所
で
開
催
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｐ
Ｑ

Ｒ
は
、
ｄ
払
い
や
楽
天
ペ
イ
な
ど
複

数
の
決
済
用
２
次
元
コ
ー
ド
を
一
つ

に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
。

　

参
加
し
た
球
磨
焼
酎
専
門
店

一い
ち
ご
や

期
屋
の
鳥
越
ゆ
か
り
さ
ん
は
「
Ｊ

Ｐ
Ｑ
Ｒ
を
導
入
し
た
ら
レ
ジ
周
り
が

片
付
く
し
、
お
客
さ
ま
も
ど
れ
を
読

み
込
む
の
か
迷
わ
な
く
な
る
の
で
前

向
き
に
検
討
し
た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。

きじコ加盟店の登録は市商工観光課まで

感謝の思いを音に乗せて
オスマン古典音楽演奏会

　

ト
ル
コ
の
伝
統
的
芸
術
音
楽
で
あ

る
オ
ス
マ
ン
古
典
音
楽
の
演
奏
会

が
、
３
月
20
日
に
市
役
所
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
２
月
に
発
生
し
た
地
震

で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
ト
ル
コ
へ

本
市
が
支
援
物
資
を
送
っ
た
こ
と
に

対
し
て
感
謝
を
伝
え
た
い
と
、
福
岡

県
で
織
物
販
売
業
を
営
む
ト
ル
コ
人

の
エ
ン
シ
ジ
・
ム
ラ
ー
ト
さ
ん
が
主

催
し
た
も
の
。
演
奏
前
に
、
感
謝
状

も
併
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

ム
ラ
ー
ト
さ
ん
は
「
人
吉
に
感
謝

の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
て

よ
か
っ
た
。
ト
ル
コ
を
助
け
て
い
た

だ
い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
と
話
し
ま
し
た
。

トルコ共和国国立楽団所属の奏者２人がトルコ民謡12曲を披露

プロレスで人吉に元気と笑顔を！　人吉豪雨災害復興支援プロレス

満員の会場。試合前にはちびっこプロレス教室も開催された

地域みんなで防災意識高める
鬼木町前平地区防災訓練

　

鬼
木
町
の
前ま

え
び
ら平

地
区
の
住
民
で
つ

く
る
前
平
親
和
会
に
よ
る
防
災
訓
練

が
、
２
月
26
日
に
鬼
木
仮
設
団
地
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
地
域
住
民
ら
約
80

人
が
参
加
。

　

訓
練
で
は
、
災
害
時
に
活
用
で
き

る
井
戸
の
調
査
、
安
否
確
認
訓
練
、

炊
飯
訓
練
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
訓
練
の

ほ
か
、
市
地
域
防
災
官
に
よ
る
講
話

を
実
施
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
熊
本
放
送
局
に
よ

る
拡
張
現
実
（
Ａ
Ｒ
）
技
術
や
仮
想

現
実
（
Ｖ
Ｒ
）
技
術
を
使
っ
た
水
害

体
験
、
人
吉
下
球
磨
消
防
組
合
に
よ

る
消
防
車
や
資
機
材
の
展
示
・
説
明

な
ど
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
も
楽
し

み
な
が
ら
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

消防職員から簡易担架の作り方を学ぶ参加者

　

プ
ロ
レ
ス
を
通
じ
て
被
災
地
に
元

気
を
届
け
よ
う
と
、
3
月
18
日
に
第

一
中
体
育
館
で
人
吉
豪
雨
災
害
復
興

支
援
プ
ロ
レ
ス
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。熊
本
市
を
拠
点
に
活
動
す
る「
復

興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｕ
．
Ｆ
．
Ｋ
」

が
主
催
し
、
プ
ロ
レ
ス
団
体
「
プ
ロ

レ
ス
リ
ン
グ
Ｚゼ

ロ

ワ

ン

Ｅ
Ｒ
Ｏ
１
」が
協
力
。

協
賛
企
業
の
支
援
に
よ
り
入
場
無
料

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

タ
ッ
グ
マ
ッ
チ
６
試
合
が
行
わ

れ
、
迫
力
満
点
の
投
げ
技
や
ア
ク
ロ

バ
テ
ィ
ッ
ク
な
飛
び
技
が
決
ま
る
と

大
き
な
声
援
が
！　

客
席
の
目
の
前

で
場
外
乱
闘
も
あ
り
、
会
場
は
大
興

奮
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

グッズの売り上げや募金などは本市に寄付された

人気女子プロレスラー・井上貴子選手（左）ら24選手が出場

協力した高校生らにお披露目
内村光

てるよし

良監督作品『夏空ダンス』試写会
　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
で
被
害
を
受

け
た
人
吉
球
磨
を
舞
台
に
、
本
市
出

身
の
内
村
光
良
さ
ん
が
監
督
・
脚
本

を
務
め
た
短
編
映
画『
夏
空
ダ
ン
ス
』

の
試
写
会
を
、
２
月
27
日
に
カ
ル

チ
ャ
ー
パ
レ
ス
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
作
品
は
本
市
を
中
心
に
昨
年
撮

影
し
た
も
の
で
、
試
写
会
に
は
人
吉

高
生
を
は
じ
め
撮
影
に
協
力
し
た
人

な
ど
を
招
待
。
映
画
上
映
に
加
え
、

リ
モ
ー
ト
参
加
の
内
村
さ
ん
と
会
場

と
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
あ
り
、

内
村
さ
ん
は
「
映
画
を
見
て
人
吉
球

磨
に
行
こ
う
と
思
っ
て
く
れ
た
ら
、

少
し
は
応
援
で
き
た
こ
と
に
な
る
と

思
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

同作品は今年中の公開を予定している

炎が告げる春の訪れ
田野高原野焼き

　

田
野
町
に
あ
る
美み

は
る
や
ま

晴
山
で
、
３
月

５
日
に
野
焼
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

草
原
保
全
や
枯
れ
草
火
災
を
防
ぐ
た

め
に
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今

年
は
地
域
住
民
や
消
防
団
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
約
80
人
が
参
加
。
ガ
ス

バ
ー
ナ
ー
で
火
が
付
け
ら
れ
る
と

真
っ
赤
な
炎
が
燃
え
広
が
り
、
２
時

間
ほ
ど
で
草
原
を
焼
き
尽
く
し
ま
し

た
。
田
野
町
内
会
の
元
田
会
長
は
、

「
天
候
に
も
恵
ま
れ
ス
ム
ー
ズ
に
進

ん
だ
。
事
故
も
な
く
て
よ
か
っ
た
」

と
安
心
し
た
表
情
で
話
し
ま
し
た
。

　

美
晴
山
は
、
４
月
16
日
か
ら
５
月

末
ま
で
一
般
開
放
さ
れ
、
ワ
ラ
ビ
狩

り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

約23㌶の草原が黒色に染まった

妖怪集まり、まちをにぎわす
人吉妖怪ウィーク

　

妖
怪
伝
説
を
活
用
し
た
取
り
組
み

で
地
域
の
に
ぎ
わ
い
創
出
や
集
客
促

進
を
図
ろ
う
と
、「
人
吉
妖
怪
ウ
ィ
ー

ク
」
と
題
し
２
週
に
わ
た
っ
て
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
４
日
に
コ
ン
テ
ナ
マ
ル
シ
ェ

（
紺
屋
町
）
周
辺
で
開
催
さ
れ
た
「
人

吉
妖
怪
市
」
で
は
、
キ
ツ
ネ
の
面
作

り
体
験
や
街
中
を
練
り
歩
く
妖
怪
行

列
な
ど
が
あ
っ
た
ほ
か
、
夜
に
は

永
国
寺
（
土
手
町
）
で
怪
談
会
も
。

11
・
12
日
に
は
鍛
冶
屋
町
通
り
を
中

心
に
、「
人
吉
球
磨
妖
怪
祭
り
」
が

開
催
さ
れ
、
妖
怪
メ
イ
ク
体
験
や
妖

怪
盆
踊
り
な
ど
多
彩
な
催
し
で
来
場

者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

人吉妖怪市を盛り上げた妖怪たち
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復
旧
復
興
状
況

復
旧
復
興
状
況

人吉城跡の入場制限を一部解除します

　人吉城跡は令和２年７月豪雨で被災したため一部を立ち入り禁止としていますが、石垣やのり面の修理が完了し、
立ち入れる範囲が広がりました。人吉城跡周辺の散策や二の丸からの眺望などをお楽しみください。
※災害復旧工事で引き続き立ち入り禁止の箇所もあります。

問合せ　市文化課文化政策係（☎２２－２１１１　内線６７０１）

人吉城跡ふるさと歴史の広場の利用申請窓口が変わります

　人吉城跡ふるさと歴史の広場を地域や学校などの行事や祭りなどの催しで利用するときの申請窓口が、４月から
変わりますのでご注意ください。申請方法など、詳しくは市都市計画課にお問い合わせください。

変更前　市文化課
変更後　市都市計画課

利用目的で提出する書類が異なります　

問合せ　市都市計画課（☎２２－２１１１　内線２２１３）

被災した宅地や私道の復旧に必要な費用の一部を補助します

　市では、熊本県球磨川流域復興基金交付金を活用
し、令和２年７月豪雨で被災した宅地や私道の復旧
に必要な費用の一部を補助します。
※予算がなくなり次第終了します。
※ 既に行った復旧工事も、要件を満すときには補助

対象になる場合があります。
　詳しい内容はお問い合わせください。
　
受付開始日　４月３日（月）
受付時間　午前８時 30 分～午後５時 15 分
　　　　　（土・日曜、祝日を除く）

問合せ　市住宅政策課建築係（☎２２－２１１１　内線２２３４・２２３５・２２３６）

被災宅地復旧支援

被災した宅地を原形に復旧する工事を行う所有者に補助
します

補助率 工事費用から 50万円を控除した額の３分の２

上限額 633 万３千円

申請者 被災した宅地の所有者

被災私道復旧支援

被災した私道を原形に復旧する工事を行う私道管理者に
補助します

補助率 工事費用から 50万円を控除した額の２分の１

上限額 475 万円

申請者 被災した私道を維持管理している集落などの
代表者

危険区域（立ち入り禁止）

通行可能ルート

駐車場

公衆トイレ

仮設団地

人吉城跡公園観光案内図（令和 5 年 4 月現在）

水
の
手
橋

球磨川球磨川

胸川

大手橋大手橋

ふるさと歴史の広場ふるさと歴史の広場

大井戸遺構大井戸遺構

多門櫓多門櫓

角櫓角櫓 二の丸二の丸 本丸本丸

蓮池蓮池

相
良
神
社

相
良
神
社

東屋東屋

三の丸三の丸

相良神社 �水の手橋から見る人吉城跡

�東屋（あずまや）近くからの眺め 北東隅石垣間詰補修工事中 北外曲輪（きたそとくるわ）
陥没災害復旧工事中

※人吉城歴史館は休館中

武者返し前

ふるさと歴史の広場

大井戸遺構

胸川

大手橋大手橋

利用申請窓口が変わる範囲

利用目的 提出する書類

グラウンドゴルフや保育園・学
校などの遠足、部活動など 届出書

屋台や商品宣伝などの商い行
為、祭りやスポーツ大会などの
イベント、募金活動、テレビ撮
影など

使用許可申請書

公園内に公園施設以外の工作物
（電柱など）を設けて公園を占
用する

占用許可申請書

人吉城跡ふるさと歴史の広場

北外曲輪北外曲輪

北東隅石垣北東隅石垣

人吉城歴史館人吉城歴史館

人吉城歴史館人吉城歴史館

仮設団地仮設団地
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市税などの納付がますます便利になりました

①アプリをインストール
②必要情報を登録
③お金をチャージ

●�令和５年４月１日以降に発行された納付書が対象。
●�領収証書は発行されません。領収証書が必要な人は
金融機関やコンビニエンスストアで納付してくださ
い。年度初めにお送りする軽自動車税（種別割）の
納付書にある納税証明書（継続検査用）には、領収
印が押されないため証明書として使用できません。
●�納付の手数料は無料ですが、スマートフォンやタブ
レット端末の通信料は利用者負担です。

●市・県民税（普通徴収）
●固定資産税・都市計画税
●軽自動車税（種別割）
●国民健康保険税

●�バーコード印字がある納付書（30 万円未満）が利
用できます。水道料金、下水道使用料を LINEPay
で支払うときは５万円未満が利用できます。
●�スマートフォンなどでの納付手続き完了後に、納付
手続きを取り消すことはできません。手元に残った
納付書を使って金融機関などで納付した場合は二重
払いになるのでご注意ください。

スマホ決済での納付

●介護保険料
●後期高齢者医療保険料
●市営住宅家賃
●水道料金・下水道使用料

注意事項

支払い前の準備

各アプリの使い方は市
ホームページをご覧くだ
さい。

PayPay で支払う場合の例

ペイペイ ラインペイ ペイビー エーユーペイ

ラクテンギンコウ※２

対応アプリ

ホーム画面の「ス
キャン」をタップ

納付書のバーコード
を読み取る

支払い金額を確認し
「支払う」をタップ

１
STEP

2
STEP

3
STEP

取り扱い対象税金

取り扱い対象料金

▲�市ホームページ

４月から水道料金・下水道使用料のスマホ決済に、
ｄ払いと auPAYを追加しました！

ディーバライ※１

※�１　ｄ払いができるのは水道料金・下水道使用料だけです。
※�２　水道料金・下水道使用料は楽天銀行アプリでの納付はできません。

■市税金・料金について…市税務課（☎２２－２１１１　内線１０５４）
■市営住宅家賃について…市住宅政策課（☎２２－２１１１　内線２２３３）
■水道料金・下水道使用料について…水道局お客様センター（☎２２－５４９７ ）

スマートフォンやタブレット端末に対応アプリをインストールし、納付書のバー
コードを読み取ることで市税などを納付できる「スマホ決済」に加え、４月から新
たに、eL-QR（地方税統一QRコード）を利用した納付もできるようになりました。

問合せ

QRコードは株式会社デンソーウェーブの
登録商標ですe

エ ル

L-QR での納付

●固定資産税・都市計画税
●軽自動車税（種別割）

取り扱い対象税金

●金融機関窓口
　市指定の金融機関のほか、全
国の「地方税統一 QR コード
対応金融機関」（ゆうちょ銀行、
郵便局を含む）窓口で納付でき
ます。金融機関によっては取り
扱い開始時期が異なります。ま
た、ゆうちょ銀
行と郵便局は年
度当初に送付す
る納付書だけの
取り扱いです。

納付方法

▲ �納付書見本。eL-QR はこのように
印字されます。税目や発行方法で納
付書の様式は若干違いますが、eL
マーク、eL 番号、eL-QR が印字さ
れる場所は変わりません

▲�納付書に eL マークや eL-QR、eL 番号があれば、
自宅などから簡単に納付ができます

●地方税お支払サイト
　地方税共同機構が提供する
「地方税お支払サイト」にアク
セスし、パソコンやスマート
フォンなどで納付書に印字され
た「eL-QR」を読み取るか、「eL
番号」を入力し、クレジットカー
ドやインターネットバンキング
など、希望する支払い方法を選
んで納付してください。24 時
間 365 日利用可能です（シス
テムメンテナンス時を除く）。

●スマートフォン決済アプリ
　eL-QR を利用して、各種ス
マートフォン決済アプリから納
付できます。アプリで直接「eL-
QR」を読み取って納付してくだ
さい。利用可能なアプリは地方
税お支払サイトでご確認くださ
い。

▲�地方税統一
QRコード対
応金融機関

▲�地方税お支払
サイト

納め忘れのない簡単便利な口座振替も引き続き受付中です。
手続きは市内金融機関でできます。口座振替も受付中！

eL 番号eL-QReL マーク

eL番号

eL-QR

eL マーク 見本
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オンラインで申請できる手続き

問合せ　市住宅政策課建築係（☎２２－２１１１　内線２２３４・２２３５・２２３６）

　市では、今後の大地震に備え、安心して住み続けられるように、戸建木造住宅の耐震診断や耐震改修設計、改修
工事などを行う人に費用の一部を補助します。予算がなくなり次第終了します。

補助対象条件　次の全てに当てはまるもの　※耐震診断は条件①②のみ
①�昭和 56年５月 31日以前に着工した戸建木造住宅
②�在来軸

じくぐみ

組工法、枠組壁工法や伝統的構法で建築された地上階数が３以下の住宅
③�耐震診断の結果、倒壊の危険性があると判断された住宅（上部構造評点 1.0 未満）

工事内容 補助率 上限額

耐震診断 診断費の３分の２以内 68,000 円

耐震改修設計 設計費の３分の２以内 20万円

耐震改修工事 工事費の２分の１以内 60万円

耐震改修設計＋改修工事 設計費と工事費の５分の４以内 100 万円

建て替え工事 工事費の 23%以内 60万円

建て替え設計＋建て替え工事 設計費と工事費の５分の４以内 100 万円

耐震シェルター工事 工事費の２分の１以内 20万円

　地震発生時の人身事故の防止と避難経路の確保を目的に、危険なブロック塀などの除去や改修などをする所有者
に費用の一部を補助します。予算がなくなり次第終了します。

補助対象となるブロック塀など（次の全てに当ては
まるもの )
①��ブロック塀、石積塀、レンガ塀などであること
②�道路に面するもの
③��道路からの高さが 80㌢以上　のもの
④�高さが 60㌢以上のもの
⑤�危険なブロック塀などとして市が判定するもの
※ ブロック塀点検のチェックポイントは市ホーム

ページに掲載しています。

敷地

60cm
以上

ブロック塀など

80cm
以上

道路

補助対象となる工事
○ブロック塀などの除去工事と改修工事
○道路からの高さを 40㌢以下にする工事

問合せ　市総務課職員係
（☎２２－２１１１　内線３２１１）

変更点
●�被災者支援対策課の「住まい対策係」の担
当事務を被災者支援対策課の「生活再建係」
に統合。

●�住宅政策課の「災害公営住宅建設室」の担
当事務を住宅政策課に統合。

４月から市役所の組織が変わります
変更する組織機構は次のとおりです。ご理解とご協力をお願いします。

４
月
か
ら

部 課 係（室）

健康福祉部 被災者支援対策課
生活再建係

住まい対策係

復興建設部 住宅政策課

市営住宅係

建築係

災害公営住宅建設室

部 課 係

健康福祉部 被災者支援対策課 生活再建係

復興建設部 住宅政策課
市営住宅係

建築係

こ
れ
ま
で

除去

補助率 ブロック塀などの除去工事にかかった
費用の３分の２以内

上限額
除去するブロック塀などの長さに
12,000 円 /㍍を乗じた額か限度額 20
万円のどちらか低い方の額

改修

補助率 フェンスなどの改修工事にかかった費
用の３分の２以内

上限額
改修するフェンスなどの長さに
15,000 円 /㍍を乗じた額か限度額 20
万円のどちらか低い方の額

　一部の行政手続きがマイナポータルから電子申請できるようになりまし
た。申請には、マイナンバーカードとパソコンまたはスマートフォンが必
要です。詳しい申請方法は市ホームページをご覧ください。

問合せ　市情報政策課情報システム係（☎２２－２１１１　内線４１１２）

▲�詳しくはこちら

子育て関係 介護関係

①�児童手当等の受給資格及び児童手当の額について
の認定請求

②�児童手当等の額の改定の請求及び届出
③�氏名変更／住所変更等の届出
④�受給事由消滅の届出
⑤�未支払の児童手当等の請求
⑥�児童手当等に係る寄附の申出
⑦�児童手当等に係る寄附変更等の申出
⑧�受給資格者の申出による学校給食費等の徴収等の
申出

⑨�受給資格者の申出による学校給食費等の徴収等の
変更等の申出

⑩�児童手当等の現況届
⑪�教育・保育給付認定申請
⑫�保育施設等の利用申込
⑬�継続入所申請
⑭�児童扶養手当の現況届の事前送信
⑮�妊娠の届出

①�要介護・要支援認定の申請
②�要介護・要支援更新認定の申請
③�要介護・要支援状態区分変更認定の申請
④�居住（介護予防）サービス計画作成（変更）依頼
の届出

⑤�介護保険負担割合証の再交付申請
⑥�被保険者証の再交付申請
⑦�高額介護（予防）サービス費の支給申請
⑧�介護保険負担限度額認定申請
⑨�居宅介護（介護予防）福祉用具購入費の支給申請
⑩�居宅介護（介護予防）住宅改修費の支給申請
⑪�住所移転後の要介護・要支援認定申請

防災 ①罹
りさい

災証明書の発行申請

選挙 ①不在者投票用紙等の請求

※一部手続きでは、原本の提出や面談のため来庁が必要な場合があります。
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７月１日診療分から、18 歳までの一部負担金が無
料になります
　現在、人吉市子ども医療費助成制度は中学３年生
までの子どもを助成対象にしていますが、７月１日
診療分から対象年齢を拡大し、18 歳までの子ども
の医療費を助成します。７月１日以降は、市内の医
療機関に通院する場合に一部負担金を窓口で支払う
必要はありません。

子ども医療費受給者証の申請手続き

対象者 申請手続きの有無 手続き方法

子ども医療費受給者証を持ってい
る中学生までの人

不要
（６月下旬に新しい子ども医療費受
給者証を送ります）

平成 17 年４月２日～平成 20 年４
月１日に生まれた人

必要
（申請受付開始：６月１日）

子どもの健康保険証、保険者の通
帳、マイナンバーが分かるものをお
持ちになり、市福祉課（市役所１
階７番窓口）で申請してください。

　ただし、市内の医療機関に通院し、一部負担金の
合計額が１医療機関１カ月 20,000 円を超えた場合
は、窓口で一部負担金の全額を支払ってください。
また、市外で通院・入院する場合や市内で入院する
場合は、これまでと同様、窓口で一部負担金の全額
を支払ってください。

問合せ　市市民課国保年金係（☎２２－２１１１　内線１０２２・１０２３）

申込・問合せ　市福祉課児童福祉係（☎２２－２１１１　内線１２５５） 　加入中の健康保険が変更になったときは14日以
内に、市市民課国保年金係（市役所１階２番窓口）
に届け出をお願いします。
※手続きには、マイナンバーが分かるもの、本人確

※修学のため市外に転出する場合は、「学生証」か「在学証明書」、「合格通知書」の写しが必要です。
※児童福祉施設など市外の施設に入所する場合は、「施設入所証明書」が必要です。
※�マイナンバーカードの健康保険証利用登録が済んでいる場合でも、加入している健康保険が変わったら
届け出が必要です。

脱退の届け出が遅れると� 国保税が課税された
ままになります。資格がない保険証で病院を受診した
ときは、国保が負担した医療費を返していただきます。

認書類（免許証など）と、次の表に記載された各種
必要書類、印鑑を持ってきてください。代理人申請
の場合は、委任状と代理人の本人確認書類が必要で
す。

　人吉市内で計画している次の事業者の風力発電事
業環境影響評価準備書を縦覧できます。

事業者　ジャパン・リニューアブル・エナジー㈱
代表者　代表取締役　中川　隆久
所在地　東京都港区六本木６丁目２番 31号
　　　　六本木ヒルズノースタワー 15階

縦覧期間　４月 17 日（月）～５月 31 日（水） 
縦覧時間　午前８時 30 分～午後５時 15 分
縦覧場所　市役所１階ロビー
意見書の提出　環境影響評価準備書について環境保
全の観点からの意見を持っている人は、書面に住所、

環境影響評価準備書について、説明会を開催しま
す。
期日　５月 13日（土）
時間　午前 10時 30分～正午
場所　東間コミセン（蟹作町 1531 番地１）

問合せ　ジャパン・リニューアブル・エナジー株式会社　事業開発本部開発第１部
〒１０６－００３２　東京都港区六本木６丁目２番31号　六本木ヒルズノースタワー 15階

（☎０３－６４５５－４９００　担当　水浦・佐藤）

国保を脱退するとき
①�職場の健康保険に加入したとき
②�家族の健康保険の被扶養者になったとき
③�ほかの市町村に転出するとき
④�被保険者が死亡したとき
⑤�外国籍の人が国保をやめるとき

必要なもの

①�国保と職場の健康保険の両方の保険証
②�国保と職場の健康保険の両方の保険証
③�保険証
④�亡くなられた人の保険証、喪主の通帳
⑤�在留カード、保険証

氏名、意見（理由を含む）を記入し、縦覧場所に備
え付けている意見書箱に投

とうかん

函するか、
問い合わせ先に６月 14 日（水）まで
に郵送してください。（当日消印有効）
　右の２次元コードから電子縦覧もで
きます。

▲�JRE㈱ホー
ムページ

加入の届け出が遅れると� 加入しなければなら
ない日にさかのぼって国保に加入するため、納税の義
務もさかのぼって発生します。また、保険証がない間
の医療費は全額自己負担になる場合があります。

国保に加入するとき
①�職場の健康保険をやめたとき
②�職場の健康保険の被扶養者から外れたとき
③�ほかの市町村から転入したとき
④出産したとき
⑤�外国籍の人が国保に加入するとき

必要なもの
①�離職票や喪失証明書
②�被扶養者ではなくなった証明書
③転出証明書
④�医療機関の請求書と領収証、出産費用の明細書、
母子健康手帳、出産者の通帳

⑤在留カード

講座名 定員 場所 開催曜日
ガンバルーン
ヘルスアップ体操 20

東間コミセン 第２・４月曜日※寄せ植 10
社交ダンス 10

※絵画 15 カルチャーパレス 第２火曜日
※書道 15

カルチャーパレス 第２・４火曜日
※パッチワーク 15
※ちりめん細工 15
囲碁 15

※陶芸 20 古
こ さ で

沙手窯元（上田代町）
第２・４水曜日身体のケア体操 20

東間コミセン
三味線 15

対象者　市内に住む 60 歳以上の人
時 間　 午 前 ９ 時 30 分 ～ 11 時 30
分
回数　５月 22 日（月）～ 11 月 14
日（火）までの全 11 回程度（絵画
講座は６回程度）
受講料　無料（材料費が必要な講座
もあります）
申込方法　市高齢者支援課（市役所
1 階６番窓口）に直接お申し込みく
ださい。電話・郵送での申し込みは
できません。
※ 定員を超えた場合は、新規（初心

者）や在籍年数が短い人を優先し
て抽選します。

募集期限　４月 28日（金）

※�印がついている講座は材料代が必要です。

問合せ　市高齢者支援課元気・長生き係（☎２２－２１１１　内線１２１２）

三味線のレンタルができます
希望する人は事前に市高齢者支援課までご連絡ください
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情　報
ひろば

人吉市関連施設
カル チ ャーパレス ☎２４−３３１１
ス ポ ー ツ パ レ ス ☎２２−１６８８
水道局お客様センター ☎２２−５４９７
保 健 セ ン タ ー ☎２４−８４２０
石 野 公 園 ☎２２−６７００
鉄道ミュージアム ☎２３−２０００
図 書 館 ☎２４−３５１８
く ま り ば ☎２２−５１８３

人吉市役所 ☎２２−２１１１(代表)

住　　所　 〒 868-8601
　　　　　人吉市西間下町７番地１
開庁時間　午前８時 30分～午後５時 15分
開 庁 日　月～金曜 (祝日を除く )
ホームページ　
https://www.city.hitoyoshi.lg.jp/

人吉市の住民基本台帳人口
令和５年２月末日現在

※（�）は前月比

人の動き

総　数　30,655 人（−��47 人）
　男　　14,247 人（−��13 人）
　女　　16,408 人（−��34 人）
世帯数　15,159 世帯

（− 21世帯）
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健
康
保
険
証
な
ど
）

問
合
せ　

市
税
務
課
資
産
税
係

皆
さ
ん
に
聞
い
て
い
た
だ
き
、
選

択
の
明
確
化
を
助
け
る
た
め
の
公

開
討
論
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

４
月
12
日
㈬

時
間　

午
後
７
時
～
９
時（
開
場
：

午
後
６
時
30
分
）

場
所　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
小

ホ
ー
ル

問
合
せ　

ひ
と
よ
し
球
磨
青
年
会

議
所
Ｏ
Ｂ
有
志
の
会　

永
江
さ

ん
（
☎
０
８
０
‐
２
７
５
４
‐

４
７
７
１
）

し
ま
す
。
関
係
者
は
必
ず
出
席
し

て
く
だ
さ
い
。

期
日　

４
月
25
日
㈫

時
間　

午
後
３
時
～

場
所　

市
役
所
２
階
２
０
１
会
議

室問
合
せ　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局

申込・問合せ　NPO 法人人吉市体育協会（☎２２－１６８８）

　小学生を対象に安全・安心で快
適なスポーツ環境を確保するため
に計画しました。陸上競技や各球
技の基本と身のこなしを学びま
す。

期日　５月～令和６年２月の土曜日（月２回）
※５月は 13 日（土）、27 日（土）
時間　午前 10 時～ 11 時 30 分
場所　スポーツパレス
対象者　小学生
参加料　月 1,000 円（保険料・施設利用料込）

　ただ歩くだけではなく、正しい
姿勢や体に効果的な歩き方を学べ
ます。ウオーキングの途中で、ヨ
ガを行います。ヨガマットを持っ
てきてください。

期日　５月 13 日（土）、27 日（土）
時間　午前 10 時～正午
場所　13 日は人吉城跡、27 日は村山公園
対象者　一般
参加料　1 人 1,000 円（２回分・保険料込）

人吉フィットネスクラブ
野外ウオーキング＆ヨガ

人吉こどもスポーツ教室

申込期限　５月２日（火）
申込方法　スポーツパレス窓口か電
話で申し込んでください

ご
存
じ
で
す
か
？

障
害
者
手
当
制
度

　

常
時
介
護
が
必
要
な
最
重
度
の

在
宅
障
が
い
者
に
対
し
て
、
次
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
20
歳
以
上
】

特
別
障
害
者
手
当

＝
月
額
２
万
７
９
８
０
円

※
身
体
障
害
者
福
祉
法
な
ど
に
基

づ
く
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
、

病
院
ま
た
は
診
療
所
に
３
カ
月
を

超
え
て
入
院
し
て
い
る
人
に
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
20
歳
未
満
】

障
害
児
福
祉
手
当

＝
月
額
１
万
５
２
２
０
円

※
障
が
い
を
理
由
に
年
金
を
受
給

特
別
児
童
扶
養
手
当
を

支
給
し
ま
す

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
次
の

要
件
に
当
て
は
ま
る
児
童
を
養
育

し
て
い
る
父
か
母
、
ま
た
は
父
母

に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い

る
人
に
支
給
し
ま
す
。

【
支
給
対
象
児
童
】

　

20
歳
未
満
で
精
神
ま
た
は
身
体

に
中
度
以
上
の
障
が
い
が
あ
る
児

童
。
た
だ
し
、
障
が
い
を
理
由
に

年
金
を
受
給
す
る
児
童
や
、
児
童

福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る

児
童
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

【
手
当
額
】

１
級
＝
月
額
５
万
３
７
０
０
円

２
級
＝
月
額
３
万
５
７
６
０
円

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

市
福
祉
課
障
が
い
者
支

援
係

政
府
主
催
慰
霊
巡
拝

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
先
の
大
戦

で
亡
く
な
っ
た
人
の
遺
族
を
対
象

に
慰
霊
巡
拝
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

対
象
者　

実
施
地
域
で
の
戦
没
者

の
配
偶
者
、
父
母
、
子
、
兄
弟
姉

妹
、
孫
、
お
い
・
め
い
、
参
加
遺

族
（
子
・
兄
弟
姉
妹
）
の
配
偶
者

実
施
地
域　

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和

国
、
中
国
東
北
地
方
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
北

ボ
ル
ネ
オ
、
ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島
、

イ
ン
ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
硫
黄
島
、

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島

※
日
程
や
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　

県
社
会
福
祉
課　
（
☎

０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
１
９
９
）

後
期
高
齢
者
医
療
は
り
・
き
ゅ
う
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
券
申
請
受
付
中

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
は
り
・

き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
券
（
１
人

12
枚
／
年
間
）
の
申
請
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

対
象
者　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

制
度
に
加
入
し
て
い
る
人

持
っ
て
く
る
も
の　

本
人
の
保
険

証
、
印
鑑

問
合
せ　

市
高
齢
者
支
援
課
後
期

高
齢
者
医
療
係

国
民
年
金
保
険
料
が

変
わ
り
ま
す

　

令
和
５
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
月
額
１
万
６
５
２
０
円
で

す
。
納
付
期
限
は
翌
月
末
（
金
融

機
関
が
非
営
業
日
の
場
合
は
翌
営

業
日
）
で
す
。
納
付
方
法
な
ど
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　

八
代
年
金
事
務
所
（
☎

０
９
６
５
‐
35
‐
６
１
２
３
）、

市
市
民
課
国
保
年
金
係

す
る
人
、
児
童
福
祉
法
な
ど
に
基

づ
く
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
に

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

最
重
度
の
人
と
は

　

重
度
の
肢
体
不
自
由
や
精
神
障

が
い
の
た
め
、
絶
対
安
静
が
永
続

す
る
な
ど
、
日
常
生
活
が
著
し
く

制
限
さ
れ
る
人
で
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

市
福
祉
課
障
が
い
者
支

援
係
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４
月
は
「
若
年
層
の
性
暴
力

被
害
予
防
月
間
」
で
す

　

10
～
20
代
の
若
年
層
を
狙
っ
た

性
犯
罪
や
性
暴
力
を
防
ぐ
た
め
、

入
学
・
進
学
時
期
で
あ
る
４
月
を

う
ぉ
〜
む
は
あ
と

５
月
の
案
内

　

さ
ざ
な
み
☆
う
ぉ
～
む
は
あ
と

は
、
子
育
て
中
の
親
子
が
気
軽
に

集
っ
て
交
流
す
る
場
で
す
。

時
間　

午
前
10
時
～

場
所　

さ
ざ
な
み
保
育
園

10
日
㈬　

年
齢
別
活
動（
０
歳
児
）

17
日
㈬　

年
齢
別
活
動
（
１
・
２

歳
児
）

19
日
㈮　

給
食
体
験

24
日
㈬　

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

25
日
㈭　

子
育
て
講
座
「
ハ
ー
バ

リ
ウ
ム
」、
講
師
：
花は
な
し
き
ぶ

色
舞
さ
ん
、

場
所
：
い
こ
い
の
家
さ
ざ
な
み

※
サ
ー
ク
ル
活
動
、
自
由
利
用
、

保
育
相
談
は
い
つ
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

開
所
時
間　

平
日
午
前
９
時
～
午

後
５
時

利
用
料　

無
料
（
材
料
代
な
ど
を

除
く
）

申
込
・
問
合
せ　

さ
ざ
な
み
☆

う
ぉ
～
む
は
あ
と
（
☎
22
‐

７
１
７
７
）、
さ
ざ
な
み
保
育
園

（
☎
22
‐
５
５
１
９
）

令和５年度の保険料の軽減を受けられる人の範囲が拡大されます

※「給与・年金所得者数」とは、給与収入 55 万円超または年金収
入 125 万円超（65 歳未満の場合 60 万円超）の人の合計人数です。
※均等割の軽減判定についての総所得金額などは、専従者控除や譲
渡所得特別控除の適用前になります。また、年金所得は 15 万円を
控除した額で判定されます。

後期高齢者
医療制度からの

お知らせ

市高齢者支援課
後期高齢者医療係

（☎２２－２１１１
内線１２２１）

問合せ

令和５年度は保険料率が変わりません
　後期高齢者医療制度の保険料率 ( 額 )
を２年ごとに見直していて、令和４・５
年度の保険料率は同じです。

【均等割額】　５万４千円
【所得割率】　10.26㌫
※保険料の上限額は 66 万円です。

　九日町に開設していた九ちゃんクラブが、カルチャーパレスへ移転し４月　九日町に開設していた九ちゃんクラブが、カルチャーパレスへ移転し４月
18 日（火）にオープンします。18 日（火）にオープンします。

移転先移転先　カルチャーパレス　コミュニティー棟２階（下城本町 1578 番地１）　カルチャーパレス　コミュニティー棟２階（下城本町 1578 番地１）
利用時間利用時間　午前 10 時～午後４時　午前 10 時～午後４時
※ 開設時間内での利用は自由ですが、正午～午後１時までは室内清掃などのた※ 開設時間内での利用は自由ですが、正午～午後１時までは室内清掃などのた

め利用できません。め利用できません。
利用日利用日　毎週火～金曜日（祝日を除く）　毎週火～金曜日（祝日を除く）
※利用時は会員登録（無料）が必要です。※利用時は会員登録（無料）が必要です。
※ 詳しくは、九ちゃんクラブのブログをご覧ください。※ 詳しくは、九ちゃんクラブのブログをご覧ください。

問合せ

～４月 17日（月） 市福祉課児童福祉係
（☎２２－２１１１　内線１２５４）

４月 18日（火）～ ほっとステーション九ちゃんクラブ
（☎３２－９５６６）

▲▲ �九ちゃん�九ちゃん
クラブクラブ

　ブログ　ブログ

「
若
年
層
の
性
暴
力
被
害
予
防
月

間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｖ
出

演
強
要
、
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
、
酩め
い
て
い酊

状
態
に
乗
じ
た
性
的
行
為
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
（
会
員
制
交
流
サ
イ
ト
）
利
用

に
よ
る
性
被
害
な
ど
の
性
犯
罪
や

▲�県ホーム
ページ

市
房
ダ
ム
の
流
木
を

無
償
提
供
し
ま
す

　

市
房
ダ
ム
管
理
所
で
は
、「
緑

の
流
域
治
水
」
の
一
環
で
市
房
ダ

ム
湖
内
に
流
入
し
た
流
木
を
撤
去

し
て
い
ま
す
。
こ
の
流
木
を
、
ま

き
な
ど
に
活
用
で
き
る
程
度
に
玉

切
り
し
、
地
域
の
人
た
ち
に
無
償

提
供
し
ま
す
。

期
間　

①
４
月
10
日
㈪
～
15
日
㈯

　
　
　

②
４
月
17
日
㈪
～
22
日
㈯

　
　
　

③
４
月
24
日
㈪
～
28
日
㈮

※
無
く
な
り
次
第
終
了
。

時
間　

午
前
９
時
～
11
時
、
午
後

２
時
～
４
時

場
所　

①
湯
山
運
動
広
場
（
球
磨

郡
水
上
村
湯
山
２
２
６
６
）総所得金額など（世帯主と被保険者）

７割軽減 「43 万円＋ 10 万円×（給与・年金所得者数−１）」
を超えない世帯

５割軽減 「43万円＋（29万円×世帯の被保険者数）＋ 10万
円×（給与・年金所得者数−１）」を超えない世帯

２割軽減 「43万円＋（53.5 万円×世帯の被保険者数＋ 10万
円×（給与・年金所得者数−１）」を超えない世帯

②
球
磨
川
左
岸
広
場
（
球
磨
郡
水

上
村
湯
山
）

③
球
磨
川
右
岸
広
場
（
球
磨
郡
水

上
村
湯
山
）

※
提
供
期
間
中
は
道
路
沿
い
に
案

内
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

提
供
条
件

〇 

流
木
の
引
き
渡
し
時
は
、
職
員

が
立
ち
会
い
ま
す
。
現
地
で
申

令
和
５
年
度
４
〜
６
月

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
デ
ー

【
西
校
区
】　

期
日　

５
月
６
日

㈯
、
６
月
３
日
㈯

時
間　

午
前
７
時
30
分
～

集
合
場
所　

東
西
コ
ミ
セ
ン

【
東
校
区
】　

期
日　

４
月
８
日

㈯
、
５
月
13
日
㈯
、
６
月
10
日
㈯

時
間　

午
前
７
時
30
分
～

集
合
場
所　

人
吉
東
小

【
中
原
校
区
】　

期
日　

４
月
15
日

㈯
、
５
月
20
日
㈯
、
６
月
17
日
㈯

時
間　

午
前
７
時
～

集
合
場
所　

中
原
コ
ミ
セ
ン

【
西
瀬
校
区
】　

期
日　

４
月
15
日

㈯
、
５
月
20
日
㈯
、
６
月
17
日
㈯

時
間　

午
前
７
時
30
分
～

集
合
場
所　

西
瀬
小
体
育
館
前

（
５
月
20
日
㈯
は
く
ま
り
ば
駐
車

場
）

【
大
畑
校
区
】　

期
日　

５
月
27
日

㈯時
間　

午
前
７
時
～

集
合
場
所　

大
畑
コ
ミ
セ
ン

※
受
け
付
け
は
20
分
前
か
ら
開
始

し
ま
す
。

※
全
校
区
に
保
険
を
か
け
ま
す
の

で
、
必
ず
受
け
付
け
を
し
て
く
だ

さ
い
。（
主
催
：
校
区
公
民
館
、

主
管
：
市
健
康
推
進
員
会
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
お
住
ま
い
の
校
区
に
か
か
わ
ら

ず
参
加
で
き
ま
す
。
ど
の
コ
ー
ス

も
徒
歩
時
間
は
約
1
時
間
で
す
。

水
筒
な
ど
は
各
自
で
準
備
し
て
く

だ
さ
い
。

※
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
参
加
す
る

と
、
１
回
に
付
き
き
じ
馬
ス
タ
ン

プ
10
ポ
イ
ン
ト
進
呈
券
が
も
ら
え

ま
す
。
10
ポ
イ
ン
ト
進
呈
券
を
10

枚
た
め
る
と
、
ボ
ー
ナ
ス
20
ポ
イ

ン
ト
を
加
え
た
１
２
０
ポ
イ
ン
ト

進
呈
券
と
交
換
で
き
ま
す
。
交
換

は
各
校
区
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
デ
ー

で
行
い
ま
す
。

問
合
せ　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康

増
進
係

性
暴
力
は
、
被
害
者
の
尊
厳
を
踏

み
に
じ
る
行
為
で
す
。
被
害
に

遭
っ
た
と
き
や
、
心
配
な
こ
と
が

あ
れ
ば
、
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

※
Ｊ
Ｋ
と
は
「
Ｊ
ｏ
ｓ
ｈ
ｉ 

Ｋ

ｏ
ｕ
ｋ
ｏ
ｕ
ｓ
ｅ
ｉ
」
の
発
音
か

ら
Ｊ
と
Ｋ
を
抜
き
出
し
た
も
の

で
、
女
子
高
校
生
を
意
味
す
る
。

相
談
窓
口

■
性
暴
力
被
害
者
の
た
め
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
＃
８
８
９
１

■
恋
人
や
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
に

つ
い
て
の
相
談

Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ　

☎
＃
８
０
０
８

Ｄ
Ｖ
相
談
＋プ
ラ
ス　

☎
０
１
２
０
‐

２
７
９
‐
８
８
９

問
合
せ　

市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

課
男
女
共
同
参
画
推
進
室

令
和
４
年
秋
開
始
接
種
は

５
月
７
日
で
終
了
し
ま
す

　

令
和
4
年
９
月
20
日
か
ら
開
始

し
た
令
和
４
年
秋
開
始
接
種
（
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
）
を

受
け
て
い
な
い
人
の
う
ち
、
令
和

5
年
春
開
始
接
種
※
の
対
象
で
な

い
12
～
64
歳
の
人
で
、
令
和
4
年

秋
開
始
接
種
を
希
望
す
る
場
合

は
、
5
月
7
日
ま
で
に
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。

※
５
月
か
ら
８
月
に
実
施
す
る
接

種
で
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
や
基

礎
疾
患
の
あ
る
12
～
64
歳
の
人
、

医
療
従
事
者
な
ど
が
対
象
。

問
合
せ　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
担
当
窓
口

込
用
紙
の
記
入
・
提
出
し
、
職

員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ

い
。

〇 

引
き
渡
し
量
の
上
限
は
、
各
積

載
車
両
の
過
積
載
と
な
ら
な
い

範
囲
ま
で
で
す
。

〇 

第
３
者
へ
の
販
売
ま
た
は
譲
渡

は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

県
市
房
ダ
ム
管
理
所

（
☎
44
‐
０
３
０
４
）

Ｄ
カ
フ
ェ
青
い
鳥

５
月
の
案
内

　

認
知
症
カ
フ
ェ
「
Ｄ
カ
フ
ェ
青

い
鳥
」
は
、
認
知
症
の
人
や
そ
の

ご
家
族
、
地
域
住
民
、
認
知
症
に

関
心
の
あ
る
人
な
ど
誰
で
も
気
軽

に
集
い
、
交
流
や
情
報
共
有
が
で

き
る
憩
い
の
場
で
す
。
お
茶
や

コ
ー
ヒ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日　

５
月
10
日
㈬

時
間　

午
前
11
時
～
午
後
２
時

場
所　

二
条
橋
い
こ
い
の
家
（
上

青
井
町
１
８
１
番
地
）

参
加
費　

１
人
１
０
０
円

問
合
せ　

Ｄ
カ
フ
ェ
青
い
鳥
（
☎

22
‐
３
４
９
３
）
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相
　
談

親
族
後
見
相
談
会

（
要
予
約
）

人
吉
・
球
磨
復
興
支
援
企
画

事
業
承
継
相
談
会

国
税
に
つ
い
て
の
相
談
は

「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
へ

不
動
産
の
賃
貸
借
ト
ラ
ブ
ル

無
料
な
ん
で
も
相
談
会

５月の乳幼児健診
５カ月児学級

市保健センター母子保健係

受付時間 ３歳６カ月＝午後０時30分～１時
７～８カ月＝午後１時～１時15分
１歳８カ月＝午後０時45分～１時10分
５カ月児学級＝午前９時40分～９時55分

※�持ち物の詳細は、オレンジファイルに同封してい
る案内文か、市ホームページをご覧ください。

健診 対象者 日程
3歳6カ月 令和元年11月生 16日㈫
７～８カ月 令和４年９月生 23日㈫
1歳8カ月 令和３年８月生 30日㈫
５カ月児学級 令和４年12月生 31日㈬

会場　市保健センター（市役所横）

問

　

家
庭
裁
判
所
へ
の
提
出
書
類
の

作
成
方
法
な
ど
、
後
見
制
度
に
つ

い
て
の
悩
み
や
不
安
を
解
消
す
る

た
め
、
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
者　

親
族
後
見
人
、
親
族
後

見
申
し
立
て
を
検
討
中
の
人

期
日　

４
月
20
日
㈭

時
間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所　

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
・
問
合
せ　

人
吉
球
磨
成

年
後
見
セ
ン
タ
ー
（
☎
24
‐

８
８
０
０
）

　

後
継
者
問
題
に
悩
む
事
業
者
へ

の
ア
ド
バ
イ
ス
や
支
援
を
行
う
相

談
会
で
す
。
国
が
実
施
す
る
事
業

で
、
熊
本
県
事
業
継
承
・
引
継
ぎ

支
援
セ
ン
タ
ー
の
実
務
に
精
通
し

た
専
門
家
が
秘
密
厳
守
で
相
談
を

受
け
ま
す
。
後
継
者
が
決
ま
っ
て

い
る
事
業
者
も
相
談
で
き
ま
す
。

※
完
全
予
約
制
で
す
。

期
日　

４
月
20
日
㈭

時
間　

①
午
前
９
時
30
分
～
11
時

　

②
午
前
11
時
～
午
後
０
時
30
分

　

③
午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

④
午
後
３
時
～
４
時
30
分

場
所　

く
ま
り
ば
（
市
ま
ち
・
ひ

　

所
得
税
や
資
産
の
評
価
な
ど
に

つ
い
て
の
一
般
的
な
質
問
や
相
談

は
「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
手
順

１　

人
吉
税
務
署
（
☎
23
‐

２
３
１
１
）
に
電
話
。

２　

音
声
案
内
に
従
い
、「
１
」

を
選
択
。

　

ア
パ
ー
ト
の
修
繕
費
や
家
賃
、

敷
金
な
ど
の
不
動
産
賃
貸
借
契
約

に
つ
い
て
の
無
料
相
談
会
が
熊
本

県
青
年
司
法
書
士
会
の
主
催
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
面
談
・
電
話
相
談

共
に
予
約
不
要
。
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

期
日　

4
月
15
日
㈯

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　

く
ま
も
と
県
民
交
流
会
館

パ
レ
ア
10
階
会
議
室
7
（
熊
本
市

中
央
区
手
取
本
町
8
番
9
号
）

人
吉
球
磨
さ
わ
や
か
大
学

受
講
生
募
集

　

高
齢
者
の
た
め
の
「
出
会
い
・

学
び
・
楽
し
む
」
を
テ
ー
マ
に
、

健
康
、
生
き
が
い
づ
く
り
を
学
び

ま
す
。
５
月
開
校
予
定
で
、
年
間

10
回
程
度
の
講
座
で
す
。

内
容　

地
域
の
歴
史
と
文
化
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

期
日　

原
則
毎
月
第
３
月
曜
日

時
間　

午
後
１
時
～
３
時

場
所　

東
西
コ
ミ
セ
ン
ほ
か

入
学
資
格　

人
吉
球
磨
に
住
ん
で

い
る
60
歳
以
上
の
人

受
講
料　

年
額
６
千
円
、
入
学
金

千
円

申
込
方
法　

は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
連
絡
先
を
記
入

し
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

４
月
20
日
㈭

と
・
し
ご
と
総
合
交
流
館
）

申
込
・
問
合
せ　

市
商
工
観
光
課

商
工
係

３　

音
声
案
内
に
従
い
、
相
談
し

た
い
内
容
の
番
号
を
次
の
６
つ
の

中
か
ら
選
択
し
ま
す
。

「
１
」 
個
人
の
年
金
、
給
与
、
事

業
な
ど
の
所
得
税

「
２
」 

年
末
調
整
な
ど
の
源
泉
徴

収
ま
た
は
支
払
い
調
書

「
３
」 

相
続
税
、
贈
与
税
、
譲
渡

所
得
ま
た
は
財
産
の
評
価

「
４
」 

法
人
税

「
５
」 

消
費
税
（
軽
減
税
率
制
度
・

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
除
く
）
や
印

紙
税

「
６
」 

そ
の
他

４　

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
の
職
員

が
受
け
ま
す
。

問
合
せ　

人
吉
税
務
署
（
☎
23
‐

２
３
１
１
）

相
談
電
話
番
号　

☎
０
９
６
‐

３
６
４
‐
０
８
０
０
（
当
日
だ
け

の
専
用
番
号
）

問
合
せ　

司
法
書
士　

上う
え
じ
ま嶋

奬つ
と
む

さ
ん
（
☎
０
９
６
８
‐
69
‐

０
１
８
０
）

募
　
集

災
害
時
協
力
井
戸
を

募
集
中
で
す

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
、
水

道
の
給
水
が
停
止
し
た
と
き
に
、

被
災
者
へ
飲
用
以
外
の
生
活
用
水

を
提
供
い
た
だ
け
る
災
害
時
協
力

井
戸
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
井
戸

① 

市
内
に
あ
る
こ
と

② 

現
在
井
戸
と
し
て
使
用
し
て
い

る
こ
と

③ 

災
害
時
に
ト
イ
レ
・
洗
濯
用
な

ど
の
生
活
用
水
を
必
要
と
す
る

人
に
、
無
償
で
水
を
提
供
で
き

る
こ
と

登録申請手続きは、かんたん・便利♪

問合せ　人吉税務署（☎２３−２３１１）

をご利用ください !!

■ �e-Tax ソフト（ウェブ版）を利用いただくと、質
問に回答していくことで申請ができます

■ �e-Tax で申請した場合、電子データで登録通知の
受領ができます

■�個人事業者はスマートフォンからでも e-Tax で申
請できます

※ �e-Tax の利用には事前にマイナンバーカードの取
得が必要です。

　税務署やオンラインでの説
明会を案内しています。

　制度について詳しくは、「イ
ンボイス制度特設サイト」を
ご確認ください。

■�制度の解説動画
■�よくある質問
■�インボイスコールセンター　などを案内中です

Ｍ
も ぞ か

ＯＺＯＣＡステーション
ゴールデンウイークの開館情報

問合せ　人吉鉄道ミュージアムＭＯＺＯＣ
Ａステーション 868（☎２３−２０００)

休館日　毎週水曜日 (祝日
の場合は翌平日 )
開館時間　午前９時～午後
５時

４月29日（土）○ ５月４日（木） ○

４月30日（日）○ ５月５日（金） ○

５月１日（月） ○ ５月６日（土） ○

５月２日（火） ○ ５月７日（日） ○

５月３日（水） ○ ５月８日（月） ×

▲�詳しくは
こちら

▲ �インボイ
ス制度特
設サイト

Ｍも

ぞ

か

Ｏ
Ｚ
Ｏ
Ｃ
Ａ
森
の
お
話
し
会

（
参
加
無
料
）

期
日　

５
月
６
日
㈯

時
間　

午
前
11
時
20
分
～

場
所　

人
吉
鉄
道
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

Ｍ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
Ｃ
Ａ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

８
６
８　

２
階

問
合
せ　

森
の
お
話
し
会
事
務

局
（
☎
０
８
０
‐
６
４
３
７
‐

２
０
７
１
） 催

　
し

熊
本
県
シ
ル
バ
ー
作
品
展

作
品
募
集

　

高
齢
者
の
創
作
活
動
を
通
し
た

生
き
が
い
づ
く
り
の
大
切
さ
を
啓

発
す
る
た
め
、
シ
ル
バ
ー
作
品
展

の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

申
込
書
は
市
高
齢
者
支
援
課

（
市
役
所
１
階
６
番
窓
口
）
に
あ

り
ま
す
。

出
品
資
格　

令
和
６
年
４
月
１
日

時
点
で
60
歳
以
上
の
県
内
在
住
の

人出
品
部
門　

日
本
画
、
洋
画
、
写

真
、
書
、
彫
刻
、
工
芸
（
６
部
門
）

出
品
作
品　

１
人
１
部
門
１
点
。

た
だ
し
２
部
門
ま
で
。

出
品
料　

１
点
千
円

申
込
締
切　

６
月
23
日
㈮

作
品
展
示
期
間　

８
月
29
日
㈫
～

９
月
３
日
㈰

作
品
展
示
場
所　

熊
本
県
立
美
術

館
分
館
（
熊
本
市
中
央
区
千
葉
城

町
２
‐
18
）

申
込
・
問
合
せ　

一
般
財
団
法
人

　

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
（
☎

０
９
６
‐
３
５
４
‐
３
０
８
３
）

④ 

「
災
害
時
協
力
井
戸
」
の
標
識

（
ス
テ
ッ
カ
ー
）
を
表
示
で
き

る
こ
と

⑤ 

井
戸
の
位
置
や
所
有
者
ま
た
は

管
理
者
名
を
、
避
難
行
動
要
支

援
者
（
災
害
時
の
避
難
行
動
に

支
援
が
必
要
な
人
）
名
簿
に
掲

載
で
き
る
こ
と

　

災
害
発
生
時
の
助
け
合
い
の
制

度
で
す
。
災
害
時
協
力
井
戸
の
登

録
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

市
環
境
課
環
境
衛
生
係

申
込
・
問
合
せ　

人
吉
球
磨
さ

わ
や
か
大
学
事
務
局
（
☎
22

‐
４
４
７
７
、
〒
８
６
８
‐

０
０
２
４　

鶴
田
町
16
番
地　

米

津
方
）
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問 市高齢者支援課元気・長生き係（☎２２－２１１１　内線１２１３）

　人吉市にはたくさんの事業所があり、生き生きと働く人たちが
町を活気づけています。このコーナーでは、市内で働く若者を紹
介します。
　掲載希望事業所を募集しています。ぜひお問い合わせください。

問 市商工観光課（☎２２－２１１１　内線２１３２）

　「ふるさと納税」制度は、市の貴重な財源であり、
市の特産品を全国へ PRできるため地域の活性化に
つながっています。
　このコーナーでは、本市へ寄付いただいたふるさ
と納税寄付額と件数、寄付と共に寄せられたメッ
セージを抜粋して紹介します。

どぎゃんね
ふるさと人吉応援メッセージ

　問合せ　市商工観光課商工係
　　　　　（☎２２－２１１１　内線２１３３）

市防災課防災係
（☎２２－２１１１　内線３２４１）

市地域防災官市地域防災官

深江 政友深江 政友

市地域防災官による災害への防災意識や命を守る方法のお話を紹介します。地域
防災官

の

　フレイルとは、加齢に伴って心身の活力が低下した
状態のこと。健康な体を維持するためにフレイル予防
を始めてみませんか。

No.23

No.19

◆申込期限　４月21日（金）
◆申込方法　電話または市高齢者支援課窓口
◆対象者　　�やる気のある人(介護予防編・脳いき

いき編があり、両方参加もできます）

今月のテーマNo.23 「し・に・あ」の " あ " あ  たらしいサポーターを待っています

　市では、地域の元気を生み出す「サポーター」を
募集しています。サポーターとは、地域のサロンや
老人会などで楽しく・元気になるような介護予防体
操や脳トレといった介護予防・認知症予防の"知恵
と技"を広げる活動をしていただく人です。
　自分が元気でいる
ために、地域の皆さ
んが元気になるよう
に、知恵と技を学ん
でみませんか。

令和５年度「サポーター養成講座」の受講生を募集しています！
介護予防編（全９回）

内容 介護予防の運動、栄養、口
こうくう

腔機能などに
ついて学びます

期間 ５月 10日～６月 21日の毎週水曜日
時間 午後１時 30分～（２時間程度）
場所 カルチャーパレス第１会議室（予定）
定員 20 人程度　※申し込みが多い場合は抽選

受講料 テキスト代として 500 円

脳いきいき編（全８回）

内容 認知症に対する正しい知識や予防法など
を学びます

期間 ５月 12日～６月 30日の毎週金曜日
時間 午前 10時～（1時間半程度）
場所 カルチャーパレス第１会議室
定員 30 人程度　※申し込みが多い場合は抽選

受講料 無料（予定）

【お知らせ】　Let'sフレイル予防の連載は今月号で終了します。５月号からは脳トレのクイ
ズを紹介予定です。ぜひ挑戦してみてください。掲載をお楽しみに♪

　２月に発生したトルコ・シリア大地震では、
５万人を超える犠牲者が出ました。被害の大きさ
に、改めて自然現象の脅威を感じたところです。
このように多くの犠牲者が出た原因は、３階以上
の建物が上から押しつぶされるように崩壊するパ
ンケーキクラッシュ現象が起きたことだといわれ
ています。この現象が起きると一瞬で建物が崩壊
するため、避難することは困難です。
　地震が発生した場合、絶対に助かるという方法
はありません。命を守るために日頃から備え、地
震に対する知識や心得を身
に付けておきましょう。
　今回は、いつどこで発生
するか分からない地震に外
出先で遭遇したときの行動
を紹介します。

①街の中
　落下物から身を守ることが重要です。バッグなどで
頭を守り、安全な広い場所に避難しましょう。バッグ
などで頭を守るときは、バッグと頭の間に10㌢ほど
の隙間を作ることがポイントです。

　新しいビルなどは倒壊の恐れは少ないですが、10
階以上の高層階ではキャスター付きのコピー機や棚な
どが縦横無尽に動く可能性があるので、机などの下で
揺れが収まるのを待ちます。エレベーターに乗ってい
たら、全ての階のボタンを押し停止した階で降ります。

②ビルの中

　客席は柱がなく広い空間になっているため、天井が
落下する危険性があります。バッグなどで頭を守り、
座席の間などに身を寄せて揺れが収まるまで待ちま
しょう。大勢の人がいるので、パニックにならないよ
う係員の指示に従って、落ち着いて行動します。

③劇場・映画館

　地上と比べて揺れが小さいので比較的安全といわれ
ています。壁や太い柱に身を寄せてバッグなどで頭を
守りましょう。

④地下街

　商品棚からの落下物や、商品棚や大型商品の転倒
に気を付け、買い物かごなどで頭を守りましょう。

⑤スーパーマーケット・デパート

◎２月に寄せられた寄付
440 件　866 万円

● 離れていても、F
フ ェ イ ス ブ ッ ク

acebook を通して水害からの復
興を感じることができます。これからも共に頑
張っていきたいです。（兵庫県）

● 毎年寄付しています。返礼品のシイタケは肉厚で
おいしく、家族みんなで楽しみにしています。（山
口県）

● 人吉の子どもたちが伸び伸び育つよう期待しま
す。（愛知県）

● 人吉市のファンでリピートしています。これから
も応援しています！（神奈川県）

● おいしいみそをありがとうございます。（静岡県）
● 人吉の温泉と焼酎が大好きです。（佐賀県）
● 少額ですが何かのお役に立てればと思います。（東

京都）

外出先で地震に遭遇したら……

心躍るダイニングC
こ

OC
こ

OR
る

U

梅
うめだ

田�昌
しょう

さん（24）　西間上町

　魚料理や飲むわらび餅、熊本初進出のチョコレートブラン
ド「CACAOCAT」などを提供・販売する飲食店です。祖父
母が住み、小さい頃から慣れ親しんできた人吉のまちのにぎ
わいを取り戻したいと昨年オープン。経営のほか、店頭での
販売や調理も担当しています。仕事ではお客さまや取引先、
スタッフなどへの感謝の気持ちを大切にし、「おいしかった」
とお客さまが喜ぶ姿を見られることがやりがいです。
　４月からさらにメニューを増やし、こだわりのピザやワイ
ンなども提供。今後も、お客さまの心がわくわくするような
お店づくりを目指します。

所在地：紺屋町 55番地
設立：令和４年 12月
代表者：梅田�昌
従業員数：３人
事業内容：飲食店（魚料理、飲むわ
らび餅、タピオカドリンクなど）
☎０８０−８６３９−３３４４
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問 すくすく子育てセンター
     (市保健センター母子保健係  ☎２４－８４２０)

Consumption life center

マイナちゃん

市市民課市民係（☎２２－２１１１　内線１００６）

ここがポイント！ マイナンバー 市消費生活センター
☎２２– ２１１１　内線１０６３

Mayor ' s  Diary

3535

№
32

Vol.83

「電話で『お金』詐欺」にご注意ください！

　熊本県内で、市役所職員を名乗る人物から「介護
保険の過払い金があるので還付します」という電話
があり、銀行や商業施設のATM（現金自動預払機）
まで行くように指示されたとの相談が多数寄せられ
ています。これらは還付金詐欺の予兆電話と考えら
れ、犯人の指示どおりにATMを操作すると、犯人
側の口座にお金が振り込まれます。
　また、銀行口座の番号や暗証番号などを聞き出し、
本人に成り済ましてインターネットバンキング※の
利用を申し込み、預金をほかの口座に不正に送金す
る手口の詐欺被害も増
えていますので、次の
ことを心掛けてくださ
い。

－詐欺などの被害に遭わないために－
〇 ATMでお金が返ってくることは絶対にありませ

ん。電話でお金の話が出たら詐欺と疑い、一人で
判断せずに、家族や友人、警察に相談する。

〇 市役所などの官公庁を名乗る場合は、いったん電
話を切り、自分が調べた電話番号にかけ直す。

〇 相手の氏名や所属先、電話番号などの情報を必ず
メモに残しておく。

〇 自分の住所や口座番号、キャッシュカードの暗証
番号や預金額などを教えない。

〇在宅時でも留守番電話に設定しておく。

●�困ったときは一人で悩まず
　消費者ホットライン☎188へ
●最寄りの警察署または警察安全相談☎＃9110へ

※�インターネットバンキングとは、インターネットを利用
した銀行などの金融取引サービスのこと。銀行の窓口や
ATMに行かなくても、自宅や外出先でパソコンや携帯電
話から振り込みや残高照会などができます。

新生活が始まりました！ お子さんに変わった様子はありませんか？

　入園・入学、進級などの環境の変化は、子どもでも緊張や不安を感じストレスになることがあります。新し
い環境への適応は個人差があり、なかなか慣れることができない子どもを持つ親は、ほかの子どもが楽しんで
いる様子を見て不安を抱きますが、子育ての方法やその子自身のせいではありません。自分のペースで環境に
適応するために時間がかかっているものと受け止め、通園・登校できていることを褒めてあげましょう。

"子どもの不安"発見のポイント
①心の変化
・甘える行動（近づく）がいつもより多い
・家に帰るとはしゃぐ回数が多くなった
・表情がない、無口
・イライラ感などから攻撃的になる
②体の変化
・食欲がなくなる
・便秘・下痢
・熱が出る
・ 睡眠の変化(寝付きが悪

い、朝起きられないなど)

対処のポイント
①子どもの気持ちに寄り添う
・ 親が子どもの不安のサインに早めに気付き、声を

掛け安心感を与える
・ できていないことばかりに目を向けるのではなく、

今できていることへの頑張りを認める
②生活リズムを整える
・朝、カーテンを開けて太陽の光を浴びる
・朝食をしっかり食べる
・睡眠を取る（７～８時間）

４月は窓口が混雑します。混雑状況は
市ホームページで確認できますので、
来庁時の参考にしてください。 ▲�市ホーム

ページ

最終回

転居、転入、転出の手続きにはマイナンバーカードをお持ちください

マイナンバーカードの交付率　66.4％（令和５年 2月末）

※１��マイナンバーカード交付時に設定した暗証番号の入力が必要です。

マイナンバーカードの持参 手続き内容

新居に住んでからの
届け出です。

（市内から市内へ）
必要※ 1

転居者全員分

・カード表面に新住所記載
・カード内部情報の書き換え
・�署名用電子証明書の失効・発行手続き

転
居

人吉市内に住んで、
２週間以内に届け出
が必要です。

必要※ 1

転入者全員分

・カード表面に新住所記載
・カード内部情報の書き換え
・カードの継続利用手続き※ 2

・�署名用電子証明書の発行手続き

（市外から市内へ）

転
入

引っ越しの予定日よ
り２週間前から届け
出ができます。

不要ですが、マイナン
バーカードをお持ちかど
うかお尋ねします。

新しく住む市区町村窓口で転入の手続き
をするときに、マイナンバーカードをお
持ちください。※ 2

（市内から市外へ）

転
出

※ 2　�転入日から 90 日以内に継続利用の手続きをしない場合、マイナンバーカードが失効します。
マイナンバーカードの再発行は有料です。

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
制
限
が

な
く
、
第
三
中
の
卒
業
式
に
出
席
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
保
護
者
、

在
校
生
、
地
域
の
方
、
来
賓
に
見
守

ら
れ
な
が
ら
、
凛
と
し
た
表
情
で

堂
々
と
入
場
す
る
卒
業
生
の
姿
と
、

そ
の
姿
を
喜
ば
し
い
顔
で
見
つ
め
る

ご
家
族
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
、

と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

先
輩
た
ち
に
対
し
、
尊
敬
の
念
を

持
っ
て
言
葉
を
送
る
在
校
生
。
思
い

出
い
っ
ぱ
い
で
感
動
を
抑
え
き
れ
な

い
卒
業
生
。
3
年
間
、
本
当
に
有
意

義
な
時
間
を
共
に
送
っ
て
き
た
の
だ

な
と
、
参
列
者
も
涙
を
抑
え
る
こ
と

が
で
き
な
い
、
涙
、
涙
の
感
動
の
卒

業
式
で
し
た
。
節
目
と
い
う
の
は
非

常
に
大
事
だ
と
思
い
ま
す
し
、
な
る

べ
く
た
く
さ
ん
の
方
に
見
守
ら
れ
る

中
で
の
式
典
開
催
に
意
味
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
久
し
ぶ
り
の
出
席
で
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
も
節
目
、
ケ
ジ
メ

は
大
事
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

私
は
、
で
き
な
い
理
由
と
か
や
ら

な
い
理
由
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、

ど
う
や
っ
た
ら
で
き
る
の
か
考
え
、

常
に
挑
戦
し
、
変
わ
り
続
け
て
く
だ

さ
い
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
未
来

に
羽
ば
た
く
子
ど
も
た
ち
の
さ
ら
な

る
飛
躍
を
心
か
ら
お
祈
り
し
ま
す
。
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広
報
ひ
と
よ
し
を
読
ん
だ
感
想

や
人
吉
へ
の
思
い
、
身
近
な
出
来

事
な
ど
を
書
い
て
お
送
り
く
だ
さ

い
。

宛
先　

〒
８
６
８
‐
８
６
０
１　

人
吉
市
西
間
下
町
７
番
地
１

市
秘
書
課
広
報
担
当

電
子
メ
ー
ル　

hisho@
hitoyoshi.

kum
am
oto.jp

※
住
所
、
氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

※
下
の
２
次
元
コ
ー
ド
を
読

み
取
る
と
投
稿
フ
ォ
ー
ム
か

ら
送
信
で
き
ま
す
。

■ 

編
集
後
記 

■

市
政
に
対
す
る
意
見
や

要
望
な
ど
は
、
各
窓
口

に
お
寄
せ
い
た
だ
く
か

庁
舎
内
に
設
置
し
て
い
る

「
ひ
ら
め
き
箱
」
や
電

子
メ
ー
ル
な
ど
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

ひ
ら
め
き
箱
の
設
置
場
所

◎
市
役
所
１
階
市
民
コ
ー
ナ
ー
内

※
月
2
回
開
封
し
て
い
ま
す
。

電
子
メ
ー
ル　

info@
hitoyoshi.

kum
am

oto.jp

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
電
子

メ
ー
ル
を
利
用
で
き
ま
す
。

　

意
見
の
回
答
は
、
市
の
掲
示
板

や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま

す
。
特
定
の
個
人
を
誹ひ
ぼ
う謗

中
傷
す

る
も
の
な
ど
回
答
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

…

新刊案内

一
般
向
け

児
童
向
け

問

場　所：カルチャーパレス２階
開館時間：午前９時～午後５時
休館日：月曜日（祝日の場合はその翌日）

金
かなじ

治�直美�著

指と耳で見る、目と手で聞く 願いがかなう自動はんばいき のらねこライセンス
山口�タオ�作　たかい�よしかず�絵

　目が見えない、耳が聞こえない人
たちが体験している世界ってどんな
だろう？　障がいがある人たちの文
化、優れた能力、点字や手話、パラ
スポーツなど、障がいがある人たち
の豊かな世界を紹介する一冊。

　どこからともなく飛んでくる、ロ
ケット型の自動販売機。子どもの願
いをかなえる不思議な商品。販売機
の使い方は、あなた次第……。笑い
あり涙あり、そしてオチも鋭い３つ
のお話を収録。

４月の休館日
３日、10日、17日、24日、5月１日、８日
　変更があるときは市ホームページ、市公式
Facebook、デタポンなどでお知らせします。

　下林町の林保育園から、３月６日に市図書館へ絵
本を寄贈いただきました。子どもたちの読書推進の
ため、平成元年から毎年寄贈されています。こども
図書館に展示していますのでぜひご利用ください。

　市図書館の児童コーナーを移設した「こども図
書館」が、３月18日にオープンしました。場所
は市図書館（本館）と同じカルチャーパレス２階
で、本館の手前の部屋です。広さはこれまでの児
童コーナーの約４倍で、本館と別室になったため、
読み聞かせや音楽イベントも可能。子どもがぐ
ずったり泣いたりしても気にせず利用できます。
　現在１万５千冊ほどの児童書があり、まだス
ペースに余裕があることから、今後さらに充実さ
せていく予定です。

▲年長児４人が代表で持ってきました

▲メインの絵本コーナーは広々としたマット敷き

コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
き
、

飲
み
会
に
参
加
す
る

機
会
が
増
え
た
こ
の
春
。
２

時
間
の
飲
み
放
題
が
終
わ
る

頃
、
息
子
か
ら
「
も
う
帰
っ

て
く
る
？
」の
ラ
ブ
コ
ー
ル
。

う
れ
し
い
よ
う
な
、
ま
だ
帰

り
た
く
な
い
よ
う
な
…
…
。

葛
藤
し
た
挙
げ
句
ま
っ
す
ぐ

帰
っ
て
「
そ
ん
な
に
お
母
さ

ん
と
い
た
い
ん
だ
ね
」
と
詰

め
寄
る
と
「
お
酒
臭
い
」
と

言
わ
れ
る
始
末
。

　

そ
ん
な
に
飲
ん
で
な
い
ん

だ
け
ど
な
ぁ
。（
永
田
）

道
路
を
歩
い
て
い
る
と

小
学
生
か
ら
「
僕
、

こ
の
人
（
私
）
の
こ
と
知
っ

て
い
る
！
」
と
声
を
掛
け
ら

れ
ま
し
た
。
ど
う
や
ら
私
が

取
材
に
行
っ
た
先
で
、
私
を

見
か
け
覚
え
て
い
て
く
れ
た

よ
う
で
す
。
小
学
生
は
す
ぐ

に
走
っ
て
い
っ
た
た
め
、
会

話
を
す
る
間
も
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
覚
え
て
く
れ
て
い

た
こ
と
に
感
激
。

　

小
学
生
の
何
げ
な
い
一
言

に
、
と
て
も
う
れ
し
く
な
り

ま
し
た
。（
豊
永
）

★
私
の
住
む
地
区
は
高
台
に
あ
る

た
め
、
水
害
に
遭
う
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
お
か
げ
で
静
か

で
の
ん
び
り
し
た
地
区
で
す
。「
広

報
ひ
と
よ
し
」
は
行
事
を
知
る
の

に
大
切
な
冊
子
で
す
。
３
月
号
は

サ
ッ
カ
ー
の
特
集
が
出
て
い
た
の

で
特
に
よ
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
の
企
画
が

あ
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。
面
白

い
記
事
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

Ｋ
さ
ん
（
下
原
田
町
）

●
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

後
も
皆
さ
ん
に
楽
し
く
読
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
な
広
報
紙
を
目
指

し
、
頑
張
り
ま
す
！

★
人
吉
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
朝

の
デ
イ
サ
ロ
ン
に
行
っ
て
い
ま
す
。

５
、６
年
前
に
は
30
人
ほ
ど
来
て

い
ま
し
た
が
、
今
で
は
多
い
と
き

で
10
人
ほ
ど
に
な
っ
て
し
ま
い
寂

し
い
限
り
で
す
。
年
に
は
勝
て
な

い
で
す
が
、
私
も
も
う
少
し
頑
張

り
た
い
と
思
う
日
々
で
す
。

P.N
バ
ー
バ
ー
さ
ん
（
西
間
上
町
）

●
春
は
出
会
い
の
季
節
で
も
あ
り

ま
す
し
、
コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
い
て

き
た
の
で
ま
た
会
え
る
人
が
増
え

る
と
い
い
で
す
ね
！

@nobumicocanta さん

# 岩屋熊野座神社　# 夕暮れ
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ひ と よ し の 情 報 発 信

暮らしの情報、観光、妊娠出産や子育て、福祉、介護情報など、
市民の皆さんに必要な行政情報を掲載しています。

人吉市公式フェイスブック（人吉市役所）
市役所から市民
向けの情報を投
稿しています。

人よしライフ（人吉市移住定住サイト）

人吉市への移住・定住を考えている人に役立つ支援
制度や求人情報、人吉の観光・産業情報などを紹介
しています。

人吉市公式フェイスブック（日本のふるさとひとよし）

市内外に向けて
人吉の魅力を発
信しています。

広報ひとよしをスマホでチェック！

マチを好きに
なるアプリ

ダウンロードは
こちらから

人吉市ホームページ

人吉市公式インスタグラム
市の見どころや
イベントなどを
紹介します。

人吉市公式Instagram
@hitoyoshi_city

人吉市公式ツイッター
暮らしの情報や
防災情報などを
発信します。

人吉市公式Twitter
@hitoyoshishi

人吉市公式ライン
暮らしの情報や
防災情報などを
発信します。

人吉市公式LINE
@hitoyoshi_city

■  予定や場所の変更がある場合があります。
■��暮らしのお困りごとについて解決のお手伝いをします。相談は無
料で秘密は固く守られます。何でもご相談ください。

問合せ　市消費生活センター（☎22−2111　内線1063）

チャンネル

人吉市の情報を配信中！
テレビ（データ放送）を利用した住民情報サービス

視聴方法
①�RKKテレビを視聴します
②�リモコンのｄボタンを押します
③「デタポン」を選び「決定」を押します

地デジ
３

５月の各種相談ガイド

無料法律相談（予約制）

弁護士が相談に応じます。予約時に、氏名・住所・電話番号・相
談内容を確認します。場合によっては相談を受けられないことが
あります。
日時：５月２日㈫、16日㈫　午前10時～午後３時
場所：市消費生活センター
問合せ：市消費生活センター（☎22−2111　内線1063）

暮らし安心法律相談（予約制）

生活上の法律についての相談に、司法書士会が協力します。
日時：５月11日㈭　午後１時30分～４時
場所：市社会福祉協議会１階相談室
問合せ：市社会福祉協議会（☎24−9192）

暮らしのなんでも相談（行政相談）

行政窓口の対応など行政に対する苦情や意見、要望、暮らしにつ
いてのお悩みなどの相談に応じます。
日時：５月23日㈫　午前10時～正午
場所：市消費生活センター
問合せ：市消費生活センター（☎22−2111　内線1063）

心配ごと・無料法律相談会（予約優先）

借金問題や就労相談など、日常生活についてのさまざまな心配ご
との相談に応じます。
日時：５月18日㈭　午後１時～３時
場所：錦町保健センター
問合せ：錦町住民福祉課（☎38−1112）

こころの健康相談（予約制）

心の健康についてご相談ください。
日時・場所： ５月11日㈭　午後２時～３時、人吉保健所
　　　　　　�５月26日㈮　午後２時～３時、多良木町多目的研修

センター
問合せ：人吉保健所保健予防課（☎22−3107）

八代年金事務所年金出張相談（予約制）

年金の相談に応じます。八代年金事務所でも受け付けています。
日時：毎週月曜　午前９時～午後４時30分
場所： 市役所１階相談室
予約先：八代年金事務所（☎0965−35−6123）
　　　　※自動音声受付（①→②）
問合せ：市市民課国保年金係（☎22−2111　内線1023）

令和２年７月豪雨被災者のための災害復興住宅融資相談会（予約優先）

住宅の建設・購入・補修についての住宅ローンの相談に応じます。
日時：毎週火・金曜　午前10時～午後４時（祝日・年末年始を除く）
場所： 市被災者支援対策課
問合せ：住宅金融支援機構　お客さまコールセンター
　　　　（災害専用ダイヤル☎0120−086−353（通話無料））

行事カレンダー

日 医療機関名 電話番号 薬局名 電話番号

３ ㈬
ひとよし内科 ２４−１２１１ クスノキ薬局御薬園店 ３２−９１８３
豊永耳鼻咽喉科医院 ２２−２０３１ ココ薬局 ２２−７９９５
たかはし小児科内科医院 ２４−２２２２ たんぽぽ薬局 ２３−６１７０

４ ㈭
外山胃腸病院 ２２−３２２１ 高階誠心堂薬局西間店 ２２−７８８０
人吉皮膚科医院 ２２−６２１１ 五日町薬局 ２３−６２２８
増田クリニック小児科 ２２−３５７０

５ ㈮
人吉リハビリテーション病院 ２４−６１１１ クスノキ薬局御薬園店 ３２−９１８３
外山胃腸病院 ２２−３２２１ 宝来調剤薬局 ２２−６８８４
やまむら小児科・内科 ４５−０００５ エスエス堂きりん本町薬局 ４５−６３３０

７ ㈰
みのだ内科循環器科 ２８−３１１１ さくら調剤薬局西間店 ２２−８８５０
三浦整形外科医院 ２２−３４０１ たんぽぽ薬局 ２３−６１７０
たかはし小児科内科医院 ２４−２２２２

14 ㈰
外山内科 ２２−２００３ にのまち薬局 ２３−６９３３
吉村皮ふ科医院 ２２−７５５５ ミユキ薬局インター店 ２２−７４７２
人吉医療センター小児科 ２２−２１９１ さくら調剤薬局医療センター前店 ３２−９６５７

21 ㈰
あいだ診療所 ２５−１６５１ まえだ薬局 ２３−２９８７
愛甲産婦人科 ２２−４０２０ ファーコス薬局多良木いちご ４２−６８８８
公立多良木病院小児科 ４２−２５６０ 山口薬局 ４２−２１２３

28 ㈰
伊津野医院 ２２−３０６６ みずき薬局 ２４−６９７１
掛井眼科医院 ２２−３３８３ 高階誠心堂薬局本店 ２２−４６３３
増田クリニック小児科 ２２−３５７０ 五日町薬局 ２３−６２２８

５月の休日在宅医・当番薬局 受付時間：午前９時～午後５時

※CP：カルチャーパレス、SP：スポーツパレス
※変更になることがあります。

12 ㈬ 2023人吉市長選挙公開討論
会（CP）

13 ㈭
14 ㈮
15 ㈯
16 ㈰

17 ㈪
人吉市長選挙・人吉市議会議
員選挙期日前投票（～ 22日
㈯）

18 ㈫
19 ㈬
20 ㈭
21 ㈮

22 ㈯ ひとよし親子ランニング教室
（SP）

４月

１ ㈯
熊本県議会議員選挙期日前投
票（～８日㈯）、MOZOCA森
のお話し会（MOZOCAステー
ション）

２ ㈰
３ ㈪ 広報配布

４ ㈫
５ ㈬
６ ㈭
７ ㈮
８ ㈯
９ ㈰ 熊本県議会議員選挙投票日

10 ㈪ 市内小・中学校始業式

11 ㈫ 市内小・中学校入学式

23 ㈰ 人吉市長選挙・人吉市議会議
員選挙投票日

24 ㈪
25 ㈫
26 ㈬

27 ㈭ 市教育委員会定例会（市役所
４階委員会室１）

28 ㈮

29 ㈯ 昭和の日、ひとよし親子ラン
ニング教室（SP）

30 ㈰
５月

１ ㈪ 広報配布

２ ㈫

救急病院
外山胃腸病院 ２２−３２２１ 球磨病院 ２２−３１２１ 愛生記念病院 ２２−６８７８

※変更になることがあります。当日ご確認ください。

休日歯科診療
４月29日（土） 与田歯科医院（願成寺町） ２４−６４８２ 午前10時～午後４時

※事前に電話連絡が必要です。５月３日（水） くろにた歯科医院（球磨郡多良木町） ４２−１０２０
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  第
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号

祝日など 家庭ごみ収集 祝日など 家庭ごみ収集

５月３日（水） 憲法記念日 × 11月３日（金） 文化の日 ×

５月４日（木） みどりの日 × 11月23日（木）勤労感謝の日 ×

５月５日（金） こどもの日 × 12月29日（金）年末 ○ 燃えるごみ
燃えないごみ

７月17日（月） 海の日 ○ 燃えるごみ
12月30日（土）
～１月３日（水）

年末年始 ×

８月11日（金） 山の日 × １月８日（月） 成人の日 ○ 燃えるごみ

お盆は通常日程どおり収集します ２月12日（月） 振替休日 ○ 燃えるごみ

９月18日（月） 敬老の日 ○ 燃えるごみ ２月23日（金） 天皇誕生日 ×

10月９日（月） スポーツの日 ○ 燃えるごみ ３月20日（水） 春分の日 ×

祝日などの家庭ごみ収集カレンダー
令和５年度保存版

人吉球磨クリーンプラザへの持ち込み

搬 入できる日 日曜日～金曜日
（土曜日・祝日は休み）

搬 入時 間 午前８時30分～午後５時

搬 入料 金 10kg当たり100円

※�人吉球磨クリーンプラザに搬入するときは、市指定
ごみ袋は不要です。

※家庭から持ち込まれる資源ごみは無料です。

※下表が「○」の場合、その曜日に指定された種類のごみを収集します。
　ごみの種類を確認して、当日の午前８時までに出してください。
※ほかの地区へのごみ出しは絶対にしないでください。

対象地区

この表に記載のない日は、通常日程どおり収集します。

問合せ　市環境課廃棄物対策係（☎２２−２１１１��内線２０７１）
　　　　人吉球磨クリーンプラザ（赤池水無町1269番地１　☎２２–１４１４）

▲

家庭ごみの分け方
詳しくはこちら

月曜日地区収集 金曜日収集地区

App�Store Google�Play

ごみ分別アプリもご利用ください


